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主な記事　■私たちも応援します（国体）　P8から　　■動きはじめた取り組み「地域自主組織」  P12から

わ
た
し
た
ち
野
菜（
予
算
）は
、

広
い
真
庭
の
大
地
に
ま
か
れ
た

種
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

真
庭
市
で
味
付
け
さ
れ
た
わ
た
し
た
ち
は

美
味
し
い
サ
ラ
ダ
に
な
る

（
役
に
立
つ
）こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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真
庭
市
で
は
、
旧
町
村
か
ら
市
へ
引
き

継
が
れ
た
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る

よ
う
に
、
市
誕
生
後
の
�
カ
月
間
を
暫
定

期
間
と
し
、
そ
の
期
間
だ
け
の
予
算
を
編

成
し
て
仕
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
�
月
、
発
足
し
た
真
庭
市
議
会
の

�
月
議
会
定
例
会
で
、
こ
の
暫
定
予
算
を

含
む
平
成　

年
度
の
真
庭
市
本
予
算
が
可

��

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
真
庭
市
当
初
予
算
は
、
一

��

般
会
計
と
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
総
額
が
�
�
�
億
�
、
�
�
�

万
�
、
�
�
�
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
に
な
っ
て
…

　

市
の
会
計
は
、
大
き
く
分
け
て
一
般
会

計
と
特
別
会
計
、
そ
し
て
公
営
企
業
会
計

に
分
か
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
を
簡
単
に
説
明
す
る

と
、
一
般
会
計
は
、
市
会
計
の
中
心
で
、

市
が
業
務
を
運
営
す
る
た
め
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
。
特
別
会
計
は
特

定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
特
定
の
収
入

で
特
定
の
支
出
と
し
て
使
用
す
る
た
め
一

般
会
計
と
は
区
別
し
た
も
の
。
公
営
企
業

会
計
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
自
治
体
で
も

収
益
を
上
げ
て
も
良
い
と
認
め
ら
れ
た
会

計
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
、
家
庭
に
置

き
換
え
る
と
一
般
会
計
は
日
々
の
生
活
を

お
く
る
た
め
の
主
会
計
、
特
別
会
計
は
医

療
や
生
活
の
向
上
、
安
全
と
い
っ
た
も
の

に
備
え
た
も
の
、
ま
た
、
目
的
が
あ
る
た

め
に
分
類
し
た
会
計
と
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
じ
め
に

平
成　

（
２
０
０
５
）年
度
の
真
庭
市
予
算
が
、市
議
会
６
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 
市
初
め

１７

て
の
予
算
に
は
旧
町
村
事
業
を
引
き
継
い
だ
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
が
、市
と
し
て
独
自
の
味
付
け
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。  
今
月
号
で
は
、そ
の
概
略
に
つ
い
て
、一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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真
庭
市
初
め
て
の
予
算
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に
ぎ
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真庭市初 め ての予算

　

旧
�
町
村
会
計
が
合
併
し
て
市
の
会
計

へ
。
正
確
に
は
解
散
し
た
真
庭
広
域
連
合

と
一
部
事
務
組
合
も
会
計
上
で
は
合
併
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
然
で
す
が
、
市

財
政
は
大
き
な
会
計
に
な
り
ま
し
た
。

市
財
政
に
待
ち
か
ま
え
る
も
の

　

会
計
規
模
は
旧
町
村
時
代
か
ら
見
れ

ば
、
は
る
か
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、

誕
生
し
た
真
庭
市
に
は
、
こ
れ
か
ら
先
、

厳
し
い
環
境
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
で
進
め
ら

れ
る
国
庫
補
助
負
担
金
、
地
方
交
付
税
の

縮
減
、
税
源
移
譲
の
あ
り
方
。
い
わ
ゆ
る

「
三
位
一
体
改
革
」が
地
方
へ
突
き
つ
け
て

い
る
も
の
は
、
真
庭
市
の
大
き
な
課
題
で

す
。

　

合
併
特
例
法
に
よ
っ
て
真
庭
市
に
は
こ

の
後　

年
間
、
旧
�
町
村
単
位
で
積
算
さ

��

れ
た
額
が
普
通
交
付
税
と
し
て
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
交
付
税
は
、
そ
の
後
、
�
年

の
激
変
緩
和
措
置
期
間
を
経
て
、
真
庭
市

一
本
の
積
算
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
普
通
交
付
税
が
旧
�
町
村

と
比
べ
れ
ば
、
大
幅
な
減
額
と
い
う
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
真
庭
市
で
す

が
、市
の
振
興
策
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、

　

年
先
を
見
越
し
て
財
政
面
で
も
合
併
効

��果
を
高
め
る
行
財
政
改
革
の
実
施
が
急
が

れ
て
い
ま
す
。

予算額特別会計名
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真庭市特別会計

公営企業会計

激変緩和措置とは…一度に急激な

変化が起きないようにすること。

地方自治体の多くは、財政をこの交

付税に依存しています。真庭市に限

らず、合併した自治体にとっては、

普通交付税の減額が始まる10年後

に備えて体力をつけることが大き

な課題なんだモ～。
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歳入は市に入ってくるお金の

こと。

歳入全体で市が独自に確保で

きる自主財源は28％の87億

6,602万円。

残りの72％、225億6,879万円

は国・県に依存した財源とな

るモ～。

　

市
財
政
の
中
核
、一
般
会
計
の
�
�
�
億
�
、
�
�

�
万
円
を
、旧
�
町
村
と
解
散
し
た
真
庭
広
域
連
合
、

一
部
事
務
組
合
の
平
成　

年
度
予
算
合
計
額
と
比
較

��

す
る
と
、約
�
％
＝
�
億
�
、
�
�
�
万
円
減
少
し
た

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

 　

歳
入
で
最
も
大
き
い
の
は
全
体
の　

・
�
％
を
占

��

め
る
�
�
�
億
�
�
�
万
円
の
地
方
交
付
税
。
つ
い

で　

・
�
％
の
市
税
、　

億
�
、
�
�
�
万
円
と
な
っ

��

��

て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
税
を
、
旧
町
村
時
代
の
合
計
額
と
比
較
し

て
み
る
と
、
市
税
全
体
で
�
・
�
％
の
減
と
な
り
ま

す
。
こ
の
減
額
は
、
合
併
前
、
一
部
の
町
村
で
採
用

し
て
い
た
固
定
資
産
税
の
課
税
率
（
�
・
�
〜
�
・
�

％
）
を
、
真
庭
市
で
は
標
準
課
税
率
の
�
・
�
％
に
改

め
ま
し
た
。
こ
の
差
額
、
�
億
円
が
減
額
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

交
付
税
は
、
旧
町
村
時
代
の
平
成　

年
度
合
計
額

��

を
ほ
ぼ
確
保
で
き
る
見
込
み
で
、
国
庫
支
出
金
と
県

支
出
金
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
は
、

予
定
さ
れ
て
い
る
学
校
建
設
に
と
も
な
う
補
助
と
、

生
活
保
護
事
務
が
県
か
ら
市
に
移
さ
れ
た
た
め
大
幅

な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
支
出
金
の
増
額

は
岡
山
国
体
開
催
補
助
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入

���������������������������
一般会計は、市予算の中核です。（グラフ表記は千円以下を切り捨てています）

一般会計歳入

平平平平平平成成成成成成平成��������������年年年年年年度度度度度度年度

一一一一一一般般般般般般会会会会会会計計計計計計一般会計
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真庭市初 め ての予算

歳出グラフの目的別予算金額

を市民の数で割ってみます。

市民皆さん１人あたりでいく

らになるか見て欲しいモ～

※2005年4月１日時点の人口

　54,150人で算出

　

歳
出
を
目
的
別
に
分
類
す
る
と
、
歳
出
第
一

位
は
民
生
費
、
続
い
て
公
債
費
と
な
り
ま
し
た

（
下
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

今
年
度
予
算
で
は
合
併
協
議
が
基
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
旧
町
村
な
ど
か
ら
引
き
継
い
だ
事

業
が
歳
出
予
算
で
多
く
の
部
分
を
占
め
ま
す
。

道
路
新
設
改
良
、
下
水
道
整
備
、
上
水
道
施
設

整
備
、
学
校
建
設
、
温
水
プ
ー
ル
建
設
、
晴
れ

の
国
お
か
や
ま
国
体
開
催
、
林
道
整
備
、
公
営

住
宅
建
設
な
ど
、
こ
れ
ら
事
業
を
優
先
的
に
歳

出
予
算
の
中
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

新
市
建
設
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
の

事
業
で
は
、
情
報
化
推
進
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
推
進
の
準
備
と
し
て
計
画
策
定
費
を
総
務
費

に
、
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用

推
進
の
た
め
の
計
画
策
定
費
を
、
農
林
水
産
業

費
に
計
上
し
ま
し
た
。　

　

昨
年
の
台
風
に
よ
る
市
内
山
林
被
害
に
は
、

国
・
県
補
助
金
の
助
成
を
受
け
る
復
旧
事
業
が

あ
り
ま
す
が
、
真
庭
市
で
は
、
さ
ら
に
市
独
自

で
上
乗
せ
補
助
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
当
初
予

算
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

合
併
特
例
債
の
対
象
事
業
と
し
て
今
年
度

は
、
子
育
て
支
援
対
策
の
一
環
と
し
て
幼
稚
園

と
保
育
園
が
融
合
し
た
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
建

設
、
高
規
格
救
急
車
の
導
入
、
地
域
活
動
推
進

　
　
　
　
　

事
業
に
活
用
す
る
基
金
積
み
立
て

　
　
　
　
　
  
（　

年
間
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

��

　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
歳
出
の
主
な
事
業
は

　
　
　
　
　
　
　

次
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出

一般会計歳出
（目的別歳出）
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歳出第１位となった民

生費。国民健康保険・

介護保険特別会計へ

の一般会計からの繰り

出しが１4億円を超え

たんだモ～。
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����������単県老人医療費給付事業

老人保険事業特別会計は、��億円を超えています

�����������

�����������

介護保険繰出金（医療費給付費）
介護保険繰出金（介護給付）

介護保険特別会計への繰り出し金です

�����������湯原温泉病院会計補助金

救急・不採算・建設改良の基準に基づき補助を行います

�����������

�����������

水道事業会計補助金
簡易水道事業会計補助金

公営企業会計、特別会計への繰り出し金です。真庭市の水道
普及率は�����％です。��年度は上水道整備で久世・勝山地
区で�か所、簡易水道整備では美甘・湯原地区で�か所です

�����������農業集落排水事業会計繰出金

特別会計への繰り出し金です。鹿田・美川地区で処理施設建
設へ。上水田・山田地区で事業立ち上げの予定です

�����������下水道事業会計繰出金

特別会計への繰り出し金です。蒜山地区では��年度で普及
率は���％へ。落合地区では着手を目指し調査中、久世・勝山
地区では敷設が進んでいます

�������������

�����������

長期償還元金
長期償還利子

旧町村から引き継いだ借入金の今年度返済額です

���������真庭市斎場整備事業（委託）

広域連合で検討されていた斎場の計画策定費です

�����������岡山県中部環境施設組合負担金

一部事務組合（クリーンセンターコスモス）負担金です

�����������

�����������

�����������

�����������

重度心身障害者医療給付事業
身体障害者支援費（施設訓練）
知的障害者支援費（施設訓練）
生活保護費

広域化で地域福祉低減がないことが優先されます。障害者・
低所得者支援のための支援費です

�����������

�����������

児童手当
児童扶養手当

　　　平成��年の真庭市人口の予測推計は約������人で
す。子育て支援は市の一大課題です。乳幼児医療費
給付を中学校就学前まで引き上げる予算措置は、�
月の補正予算で計上する予定です

����������政務調査費交付金

真庭市では議員の政治活動に調査費が支給されます

����������交通安全施設整備事業

道路カーブミラーなど付帯設備の整備費です

���������

���������

小型動力ポンプ積載車（２台）
小型動力ポンプ（６台）

積載車は久世消防団へ�台。小型ポンプは落合消防団へ�
台、勝山消防団へ�台納入です

����������広報発行費

広報まにわ発行予算です

�����������振興基金積立金

毎年�億円を��年間積み立て、果実を地域振興推進にあてます

����������過疎バス対策費

市に関係する��路線を運行するバス事業に対する支援です

��������合併記念式典

合併記念式典は�月�日（土）、勝山文化センターで開催

����������振興計画策定費

新市建設計画に基づく真庭市振興計画を策定します

����������地域活動費助成金

自治会は市内で���。  �����円×世帯数で支給です

���������

����������

����������

情報計画策定事業
真庭市ホームページ構築事業
広域情報ネットワーク管理費

　　　現在、各支局・主要施設間を結ばれている光ファイバ
ー網を各家庭・企業まで延長するラストワンマイル事
業。今年度はその計画策定を行います

����������国勢調査費

平成��年度は国勢調査実施年です。ご協力を

�����������温水プール建設事業

��ｍコース�本を含む施設を整備中。場所は勝山地区

�����������

����������

�����������

国保基金安定（税軽減分）繰出金
〃（保険者支援）繰出金
〃（財政安定支援）繰出金

国民健康保険運営の安定化を図るための一般会計から特別
会計への繰り出し金です

��������	
��
�

一般会計でみる

主 要 事 業

!

!

（単位：円）
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真庭市初 め ての予算

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

道路新設改良事業（臨時交付金分）
道路新設改良事業（単独分）
道路新設改良事業（過疎分）
道路新設改良事業（辺地分）
道路新設改良事業（臨時・地方特定分）

起債事業を活用して、財源確保を図りながら交通網整備を図
ります。��年度改良は��路線を計画しています

�����������高質空間形成施設整備事業

勝山・町並み保存地区内の電柱地中化・道路美装化を実施

����������広域農道負担金

西河内（落合）・荒田（勝山）地区を結ぶ農道（県事業）負担金です

�����������国土調査事業

落合・勝山・美甘・湯原・中和・川上、各管内で調査が進行中

�����������公営住宅建設事業（補助）

原方建て替え（勝山）・寺前台金屋（久世）下水道接続

�����������晴れの国岡山国体開催事業

真庭市総決起大会も終了し、各競技開始もまもなく

����������常備消防施設整備事業

今年度は、高規格救急車両�台を消防署湯原分署に配備します

�����������学校施設整備事業（補助）

樫邑小校舎（幼稚園施設含む）を改築します

����������小学校施設整備事業（単独）

別所小学校、川東小学校の大規模改修費です

�����������中学校施設整備事業（補助）

北房中学校を改築します

����������三坂グラウンド周辺整備事業

真庭やまびこスタジアム（久世地区）の周辺整備を実施

�����������合併浄化槽設置補助金

美甘・湯原支局管内地区を除く浄化槽設置補助金。美甘・湯
原は特別会計で計上。��年度から統合されます

　

平
成　

度
の
真
庭
市
予
算
は
、
旧
町
村
か
ら

��

数
多
く
の
事
業
を
引
き
継
い
で
編
成
さ
れ
た
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
今
後
、
新
市
建
設
計
画
に
示

さ
れ
た
将
来
像
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
の
手
初
め
と
し
て
、
今
年
度
当
初

予
算
に
は
「
真
庭
市
振
興
計
画
（
仮
称
）」
策
定

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
効
果
や
、
一
体
性
を
早
期
に
生
み
出
す

た
め
、
創
造
・
改
革
・
融
和
を
基
本
理
念
に
計

画
を
策
定
し
、
来
年
度
予
算
編
成
に
計
画
が
反

映
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

「
杜
の
都
真
庭
づ
く
り
」
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�����������中山間地域等直接支払交付金事業

真庭市ではこの事業が���集落で利用されています

�����������幼児教育センター建設事業

幼稚園・保育園を融合した子育て施設。建設地は落合地区

�����������畜産担い手育成総合整備事業

八束・川上地区の畜産業に対する事業費です

�����������民有林台風被災地風倒木整理事業補助金

　　　市内の風倒木被害面積は�����ha、被害額は��億�
千万円にも及びます。市では、国・県の補助に加え市
独自で補助を上乗せします。激甚災害指定地区では
森林所有者の負担率を�％までに、指定被害地造林
事業については負担率を��％までに軽減します

����������森林整備地域活動支援交付金事業

本年度対象森林面積は�,���.�� ㌶です（予定）

�����������

����������

�����������

林道整備事業（補助）

水土保全整備事業（林道開設）

小規模林道整備事業

森林居住環境整備事業

市内�路線の整備が継続または進められています

����������バイオマス利活用推進事業

豊富な木質資源を活用するため、計画を策定します

���������
観光ポスター・パンフレットおよび
看板修正事業

市の観光ポスター・パンフレットを制作、看板を真庭市へ

����������商工会補助金

商工会もこの�月�日に合併基本協定に調印しました

�����������県建設事業負担金

真庭市に関連する岡山県建設事業への負担金です

��������	
	��	�
��
もり

�つの基本戦略
地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
交
流
・
連
携
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
環
境
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り　

　
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り　

　
み
ん
な
で
つ
く
る
杜
市
づ
く
り

真庭市議会６月定例会　井手市長 所信表明から

!
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近
づ
く
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」、
ま
た
、
障
害
者

の
全
国
大
会
「
輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」
の
開
催
。
市

内
で
は
総
決
起
大
会
が
、
７
月　

日
に
開
催
さ
れ
、
準
備

26

は
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
が
近
づ
く
中
、
岡
山
県
で
は
、
国
体
各
競
技
候
補

選
手
、
障
害
者
大
会
の
候
補
選
手
を
発
表
し
、
現
在
正
選

手
選
考
と
県
候
補
選
手
の
強
化
練
習
が
各
競
技
で
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
正
選
手
に
な
る
か
ど
う
か
は 
時 
の
運
で
す

と
き

が
、
真
庭
市
内
か
ら
、
ま
た
市
内
ゆ
か
り
の　

名
を
越
え

20

る
選
手
が
競
技
種
目
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
候
補
選
手
の
中
か
ら
、
市
内
で
活
躍
し
て
い

る
皆
さ
ん
に
、
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
、
輝
い
て
お
か

や
ま
大
会
に
向
け
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

第60回国民体育大会

岡山県競技強化本部

山岳競技・少年女子の部候補選手

県立久世高等学校３年

牧　美緒 さん（久見）

��������	
　中学１年生のとき、母が持ち帰った岡山国体

山岳競技のちらしが、わたしのクライミング競

技挑戦への始まりです。競技では、１５㍍先の壁

頂上を目指すルートの中に、必ずつかんで登ら

なければならないホールド（壁に埋め込まれた

突起物）があります。制限時間の中でどこまで

登れたかを競いますが、選手自身はこのルート

の難関をクリアしたとき、練習を重ねた自分が

強くなったことを感じているのではないでしょ

うか。国体では全国から集まった選手が６分間

の競技時間の中で、すべての成果を出し切ろう

と努力します。応援する皆さんには選手が難関

をクリアしたとき、声援と拍手を、ぜひ送って

いただきたいと思っています。

わずかなホールドを頼りにのぼるクライミング競技

クライミング体験会
��������������湯原クライミングセンター

第60回国民体育大会

��������	�
�
第５回障害者スポーツ大会

��������	
��

私たちも
応援します

　国体会場となる高さ��㍍ の壁を登ってみません

か。やってみると意外とおもしろいですよ。

注意点　・上履きをご持参ください　・小学生以

　下は保護者同伴　・事前申し込み不要　

問い合わせ先　晴れの国おかやま国体真庭市湯原

　実行委員会　℡����―��―����



�� MANIWA

第60回国民体育大会

岡山県競技強化本部

ハンドボール競技

成年女子の部候補選手

池田 由美 さん（下方）

��������	
�
　大阪の宣真高校での３年間、実業団での５年

間をハンドボールに熱中してきました。その間、

幸いにも全日本メンバーとして選ばれたことも

ありましたが、結婚し子どもに恵まれてからは、

競技から遠ざかっていました。岡山国体競技組

織からゴールキーパーとして復帰してほしいと

要請を受け、一度は断りましたが、再度の強い

要請で引き受けることになりました。家庭、仕

事を持ちながら倉敷で行われている週２回の練

習。なかなか思うようにはなりませんが、自分

自身にとっても最後の国体。悔いの残らないよ

うにしたいと思っています。国体では、２０㍍×

４０㍍ のコートの中で躍動感あふれる動きを選

手は見せます。ぜひ応援してください。

体全体を使いわずか６�前からのシュートを防ぐ

白梅体育館で２大会開催
��県小学生ハンドボールフェスティバル

���������	�
�
�白梅中学生ハンドボールフェスティバル

�����������

普段の練習も真剣勝負

��������	

　大学時代は相撲部に入っていました。卒業後

は相撲から離れていましたが、昨年勝山高校に

赴任し、相撲部の顧問となりました。この日か

ら相撲への新たな挑戦が始まり、学生時代には

考えたこともなかった国体に出場する機会を得

ました。しかし、体格的にも大きな他県の選手

にまったくかなわず、悔しい思いをしました。

今年も出場目指して、２人の生徒と日々練習に

励んでいます。体格のハンディは仕方ありませ

ん。力士の若乃花や寺尾のように、体が小さい

なりの相撲がとれるよう頑張っています。相撲

はだれでもでき、なじみのある競技ですが、競

技人口は少ないようです。国体を通して、さら

に関心が高まってほしいと思います。

第60回国民体育大会

岡山県競技強化本部

相撲競技

成年男子の部候補選手

祇園 祐司 さん
（県立勝山高等学校教諭）

第 １ 回 真庭市相撲大会
����������	
�����落合中学校土俵

　市体育協会相撲部が国体の応援事業として相撲

大会を開催します。ご参加ください。

部門　団体の部（小学生団体、中学生団体）

　個人の部（小学生、中学生、高校・一般の部） 

問い合わせ先　相撲部事務局　柴田正志

　℡����―��―����

　白梅総合体育館をメイン会場に行われます。地

元のチームも参加しますので、応援お願いします。

問い合わせ先　落合公民館　℡����―��―����
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第５回全国障害者スポーツ大会

輝いて！おかやま大会

個人競技派遣選手（水泳）

今井 佳孝 さん（本郷）

����������	
�
　第５回全国障害者スポーツ大会、「輝いて！お

かやま大会」は、国体終了後の11月５日から７

日までです。大会には、文字通り全国から、障

害を乗り越えてスポーツに意欲を持つ選手が集

まります。中には重度の障害を持つ選手もいま

す。しかし、選手は、その障害にも負けず全身

でぶつかります。その姿を見て、感動を心に覚

えない人はいないとさえ、わたしは思っていま

す。社会の障害者に対する理解が深まるにつれ、

この大会にも多くの関心が集まるようになって

きました。大会会場は岡山県南部になりますが、

ぜひ、皆さんにも機会を設けていただき、「輝い

て！おかやま大会」に参加する選手たちの心の

輝きを見て欲しいと思います。

今井さんは、昨年の大会の水泳２種目で金メダルを獲得

１１/５�開会～１１/７�閉会
開会式　岡山県陸上競技場（岡山市）

　正式競技１３競技が岡山市、倉敷市、総社市を会
場として、オープン競技２競技が倉敷市、赤磐市
を会場として行われます。
問い合わせ先　晴れの国おかやま国体・輝いて！
　おかやま大会実行委員会　℡���―���―����

選手と馬に指導する岡�さん（右）

��������	�
��
　今回の国体では選手・馬の指導はもちろん、

大会の運営役を務めます。生き物である馬と人

が一体の競技なので、馬のコンディションを考

えれば、練習は限られた時間になります。だか

らこそ、馬術では日々の練習の積み重ねを大切

にしています。競技では、騎手の緊張感が馬に

も伝わります。騎手が緊張しすぎると、馬も普

段ならできる動きができなくなることもあれば、

逆に馬が騎手のミスをカバーしてくることもあ

ります。人と馬が最高のコンビネーションを発

揮し、素晴らしい演技が表現できるところに、

馬術のおもしろさがあります。演技の背景に美

しい風景が広がる蒜山の会場は、全国でも稀で

しょう。ぜひ、応援に来てください。

第60回国民体育大会

岡山県競技強化本部

馬術競技コーチ

岡� 倫三 さん
（市立川上小学校校長）

　緑に包まれた高原の競技場で、美しく優雅な馬

の演技をご覧ください。

場所：�大会とも蒜山高原ライディングパーク

問い合わせ先　晴れの国おかやま国体八束実行委

　員会　℡����―��―����

馬術競技を観覧できます
���������夏季中国四国学生馬術大会
�����������中国ブロック大会馬術競技
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「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
山
岳
競
技
の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。
テ
ー
マ

は
山
岳
競
技
や
県
民
運
動
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
選
出
さ
れ
た
川
柳
は
山
岳
競
技
の
開
催
期
間
中
、
会
場
で
掲
示
し
ま
す
。

応
募
締
切　

�
月　

日
�

��

応
募
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
左
記
ま
で

送
付
し
て
下
さ
い
。
①
住
所　

②
氏
名
（
雅
号
を
お
持
ち
の
方
は
付
記
願
い

ま
す
）
③
年
齢　

④
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名　

⑤
作
品　

⑥
作
品
の
説
明

※
応
募
は
一
人
�
点
ま
で
で
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
氏
名
・
住
所
な
ど
の
個　

人
情
報
は
作
品
選
考
・
受
賞
者
の
賞
品
発
送
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

応
募
先　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
山
岳
競
技
実
行
委
員
会
川
柳
係　

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�　

真
庭
市
豊
栄
�
�
�
�　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�   
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

��

��
��
��
���
��
��
��
�

　

久
世
実
行
委
員
会
で
は
ポ
ッ
ト
苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
移
植
す
る
作
業
を
行
い

ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
は
約
１
５
０
０
用
意
し
て
お
り
、
大
会
開
催
時
に
は
訪
れ

る
選
手
の
皆
さ
ん
の
目
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
花
い
っ
ぱ

い
運
動
に
一
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
国
体
を
盛
り
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
４
日　
　

午
前
８
時　

分
〜
（
雨
天
順
延
）

（日）

30

場
所　

真
庭
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
玄
関
前
（
三
阪
地
内
）
※
交
通
手
段
の
な

い
方
は
久
世
庁
舎
か
ら
の
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
（
午
前
８
時　

分
出
発
）

15

持
参
品　

軍
手
・
移
植
ご
て

問
い
合
わ
せ
先　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体

　

真
庭
市
久
世
実
行
委
員
会

   
℡
０
８
６
７（　

）１
１
１
６

42

参
加
し
よ
う 

花
い
っ
ぱ
い
運
動

落合まちかど展覧会

展示物　絵画・版画・書・手芸・写真・木工品・ク

ラフト・オブジェ・切り絵・生花・山野草などジ

ャンルや自作・他作は問いません。

参加費　個人�����円　グループ�����円

開催期間　 前期��／��～��� 後期��/���～��／��

応募締切　�月��日�

※展示場所などの相談受け付けます。

問い合わせ・申し込み先　

　実行委員会　大本家康　℡����―��―����

　落合公民館　℡����―��―����

　晴れの国おかやま国体スポーツ芸術が開催さ

れる落合地域では、まちかど展覧会を開催しま

す。これは参加者自身の自主企画・運営で行わ

れる展覧会です。場所は喫茶店やレストラン商

店のウインドウギャラリーなど落合地区ならど

こでも構いません。国体を通して新しいまちづ

くりに参加してみませんか。

み ん なキ ラリフ ォトコンテ スト
　　  男女共同参画の写真募集

　国体という一大イベントを成功させるため、
選手に限らずさまざまな方々が協力しています。
そのおもてなしは性別に関わりなくまさに「男
女共同参画」そのものです。だれもがのびのび
と参加し、喜びを分かち合える大会（国民体育
大会・障害者スポーツ大会）の準備やおもてな
し・競技や応援の様子の中で、男女がいきいき
輝く瞬間を記録して応募してください。

応募期限　��月��日�必着

応募規定　・サイズはＬ版以上　

　・�人何点でも応募可能　

　・応募要項の応募用紙に必要事項を記入し送付

　　（応募要項は各支局窓口に用意してあります）

賞　最優秀�点（賞品������円相当）、優秀�点　　

　（同������円）、佳作�点（同�����円）

問い合わせ・応募先　〒���―����　岡山県庁男女共

同参画課　℡���―���―����

【秋季・軟式野球／勝山】

勝山実行委員会

℡����―��―����　

【秋季・軟式野球／久世】

久世実行委員会

℡����―��―����

【秋季・山岳】

湯原蒜山新庄実行委員会

℡����―��―����

【夏季・ゴルフ】

北房実行委員会

℡����―��―����　

【夏季・綱引き／

秋季・ハンドボール】

落合実行委員会

℡����―��―����　

【秋季・馬術】八束実行委

員会　℡����―��―����

　各国体実行委員会では国体成功を目指して、
さまざまな取り組みを行っています。皆さん
も43年ぶりに岡山県で開催される国体で、思
い出をつくってみませんか。

あなたもきっと参加できる
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国
道
�
�
�
号
線
沿
い
旧
湯
原
町

に
接
す
る
蒜
山
初
和
地
区
は
、　

世
��

帯
ほ
ど
の
小
さ
な
地
区
。
自
治
会
長

の
美
甘
高
信
さ
ん
は
「
中
和
で
も
耕

作
地
が
多
く
、
最
盛
期
に
は　

世
帯

��

が
暮
ら
す
に
ぎ
や
か
な
地
区
で
し

た
」
と
当
時
を
懐
か
し
み
ま
す
。

　

湯
原
ダ
ム
建
設
後
、
地
区
を
離
れ

た
住
民
も
い
ま
し
た
が
、
残
っ
た　
��

世
帯
ほ
ど
で
地
域
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
後
継
者
が
い
な

い
な
ど
の
理
由
で
、
徐
々
に
世
帯
数

は
減
り
、
現
在　

世
帯
が
住
ん
で
い

��

ま
す
。

　

地
区
内
の
高
齢
化
も
進
ん
で
は
い

ま
す
が
、
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
お
堂

や
お
寺
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の

管
理
、
道
の
草
刈
り
作
業
な
ど
の
地

域
活
動
に
は
労
を
惜
し
ま
ず
汗
を
流

し
、
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

美
甘
さ
ん
自
身
、
年
齢
は　

歳
を

��

越
え
て
い
ま
す
が
、
趣
味
の
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
地
区
行
事
の
案
内
文
書

な
ど
も
作
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
将
来
の
見
通
し
を
尋
ね

る
と
、「
最
近
は
、
祭
事
も
や
り
づ
ら

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
と
比
べ
る

と
、
で
き
る
こ
と
も
ず
い
ぶ
ん
と
減

っ
て
き
ま
し
た
」
と
ぽ
つ
り
。「
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
現
在
は
、
な
ん
と

か
地
区
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る

が
、　

年
先
に
地
区
が
ど
う
な
っ
て

��

い
る
か
を
考
え
る
と
…
」
と
、
言
葉

の
中
に
は
将
来
へ
の
不
安
も
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

　

続
け
て
、
美
甘
さ
ん
は
「
将
来
を

考
え
れ
ば
、
一
つ
の
自
治
会
で
地
域

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

支
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
地
域
自
主

組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
地
区
住
民

に
情
報
提
供
し
、
み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
み
ま
す
」
と
、
地
域
自
主
組
織

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
議
論
か
ら
、
地
域
自
主

組
織
が
課
題
解
決
の
手
助
け
と
な
ら

な
い
か
と
感
じ
さ
せ
る
地
区
で
し

た
。

小
さ
な
地
区
の
大
き
な
悩
み

美甘高信さん
（蒜山初和地区自治会長）

　

広
報
ま
に
わ
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
地
域
自
主
組
織

づ
く
り
。
市
で
は
、
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
地
域
自
主
組

織
へ
の
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
、
人
口
の
減
少
に
よ
る
地
域

力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
中
、
地
域
自
主
組
織
に
つ
い
て
考

え
始
め
て
い
る
地
区
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
自
主
組

織
の
説
明
を
受
け
た
蒜
山
初
和
地
区
、
落
合
垂
水
地
区
、
月

田
地
区
の
３
地
区
を
訪
ね
、
地
域
の
実
情
や
、
取
り
組
み
を

伺
い
ま
し
た
。

蒜山初和地区

落合垂水地区

月田地区

��
��
��
��
��
�

ち

し
ゅ

月田地区で地域自主組織について説明

動動動動動動きききききき始始始始始始めめめめめめたたたたたた動き始めた
取取取取取取りりりりりり組組組組組組みみみみみみ取り組みい

き

じ

そ

し
き
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落
合
垂
水
地
区
は
、
市
役
所
落
合

庁
舎
や
、
病
院
、
商
店
街
が
集
中
す

る
市
街
地
で
す
。
こ
の
落
合
垂
水
地

区
が
、
向
津
矢
地
区
と
一
緒
に
地
域

自
主
組
織
立
ち
上
げ
へ
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
と
聞
き
、
同
地
区
内
、

西
町
の
自
治
会
長
、
山
室
勝
之
資
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
今
、一
緒
に
地
域
自
主
組
織
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
自
治
会
は　

。
戸

��

数
は
�
�
�
を
超
え
て
い
ま
す
。
大

き
な
市
に
な
っ
た
の
に
、
行
政
が
小

さ
な
自
治
会
の
諸
問
題
一
つ
ひ
と
つ

に
対
応
で
き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

行
政
が
変
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
地
域

も
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
だ
め
で
す

よ
」
と
、
山
室
さ
ん
は
言
葉
に
力
を

込
め
ま
す
。

　

落
合
地
区
で
は
地
域
自
主
組
織
づ

く
り
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
合
併
前
か
ら
説
明
会
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
。

　

「
昨
年
、初
め
て
地
域
自
主
組
織
の

市
街
地
で
も
立
ち
上
げ
を

説
明
を
聞
い
て
か
ら
、　

地
区
の
代

��

表
者
が
数
回
に
わ
た
っ
て
集
ま
り
勉

強
会
を
開
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
地
区
で
で
き
る
か
を
議
論
し

て
き
ま
し
た
」
と
、
山
室
さ
ん
は
続

け
ま
す
。
西
町
で
は
勉
強
会
資
料
を

回
覧
す
る
な
ど
し
、
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。
同

地
区
で
も
高
齢
化
は
着
実
に
進
み
危

機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に

「
早
い
時
期
に
地
域
自
主
組
織
の
立

ち
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

だ
」と
い
う
積
極
的
な
意
見
も
出
て
、

議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

「
必
要
以
上
に
行
政
に
頼
ら
な
い
、

し
っ
か
り
と
し
た
地
域
づ
く
り
が
自

分
た
ち
の
動
け
る
う
ち
に
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。山
室
さ

ん
の
言
葉
か
ら
、
地
域
自
主
組
織
づ

く
り
へ
の
熱
意
が
か
い
ま
見
え
ま
し

た
。

山室勝之資さん
（落合垂水地区西町自治会長）

　

小
学
校
区
を
核
に
、
古
く
か
ら
地

区
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
月

田
地
区
。

　

月
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

で
、
総
務
部
長
を
務
め
る
小
谷
義
孝

さ
ん
は
「
月
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
は
、
小
学
校
区
を
同
じ
く
す
る　
��

の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
地
理
的
に

も
ま
と
ま
り
や
す
い
条
件
が
あ
り
ま

す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

協
議
会
に
は
、
企
画
、
体
育
、
生

活
環
境
、
保
健
衛
生
、
青
少
年
健
全

育
成
、
緑
化
部
な
ど
、　

の
専
門
部

��

が
置
か
れ
、
会
が
発
行
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
紙
は
地
元
密
着
型
の
広
報
紙

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
部
役
員
に
は
性
別
や

年
代
、
所
属
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が

参
加
し
て
お
り
、
活
発
な
会
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
自
主
組
織
へ
の
取
り
組
み
を

伺
っ
て
み
る
と
、「
地
域
自
主
組
織
に

つ
い
て
は
、
協
議
会
で
前
向
き
に
研

究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
月
田
で

は
新
た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
な
く
て

も
、
こ
の
協
議
会
を
受
け
皿
と
す
れ

ば
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

若
い
人
や
女
性
の
意
見
も
大
切
に
し

て
、
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
」。

　

活
動
、
組
織
、
と
も
に
し
っ
か
り

と
し
た
基
盤
を
持
つ
月
田
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
。
そ
の
ま
ま
、
地

域
自
主
組
織
の
母
体
と
し
て
考
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

「
月
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成
し

て
い
る　

自
治
会
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

��

な
技
術
や
知
識
を
持
っ
た
人
材
が
い

ま
す
。
一
つ
の
自
治
会
で
は
で
き
な

い
こ
と
も
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
可
能

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
い
活
動

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

活
動
に
裏
付
け
さ
れ
た
小
谷
さ
ん

の
言
葉
に
は
、
自
信
が
あ
ふ
れ
出
て

い
ま
し
た
。

　

自
治
振
興
課
お
よ
び
各
支
局
で
は

地
域
自
主
組
織
づ
く
り
説
明
会
を
、

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
を
希
望
さ
れ
る
地
区
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

小谷義孝さん
（月田地区コミュニティ協議会）

コ
ミ 
ュ 
ニ 
テ 
ィ
組
織
を
母
体
に

　真庭市では、地域コミュニティ

やＮＰＯ・ボランティアなど、地

域活動を担う人材を養成する講座

を開催します。講座では、真庭を

知り、地域課題をいっしょに考え

る「人のつながり」を真庭市全体

に広げることも目指しています。

■日程　平成��年��月から�カ月

間のうちに、�回実施予定。
　

■会場　市内各地域で開催予定
　

■内容　各地域で設定されたテー

マに沿い次の�つを行います。

　①事例発表　②解説講演

　③ワークショップ

　④まちづくり提案
　

■受講条件

・原則、市内に住む��歳以上で、

　�回連続して受講できる方。

・受講料（資料・昼食代）として

�����円（�回分）が必要です。
　

■定員　��名
　

■申し込み方法　所定の「受講申

込書」に記入して市役所自治振

興課または支局地域振興課（八

束支局は総務課）へ、�月��日

（木）までに申し込んでください。

お問い合わせ先

市役所自治振興課

℡ 0867―44―2683

メール ｊｉｃｈｉ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ

真庭市

地域づ くり
人 材 養成講座
          受講生募集
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テ
レ
ビ
・
電
話
・ 
■ 
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
申
請
…

イ

真
庭
市
の
情
報
化 
に 
つ
い 
て
の

ご
意
見
を
お
聞 
か 
せ
く 
だ 
さ 
い

　

真
庭
市
は
、
平
成　

年
度
に
情
報
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

１７

こ
れ
は
今
後
の
真
庭
市
の
総
合
的
な
情
報
化
政
策
の
基
盤
と

な
る
計
画
で
、
計
画
策
定
に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
た
く
、左
表
の
日
程
で
情
報
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。テ
レ
ビ
・（
携
帯
）電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
申
請
等
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
何
で
も
結

構
で
す
。会
場
に
ご
来
場
の
う
え
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  情報 タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ を 開催

�峪田明日香さん（美甘）

議会中継や 市のニ ュー ス をお届けします

K H K （ 久 世放送局）の番組 を各 支局にて放送 

����������
��������	

��������	
��
��������	
��
�����

���������	
��
�������������
���������	

���������

■時間はすべて午後７時３０分～

■どの会場に参加されても構いません

■蒜山振興局管内は１カ所で開催します

情報タウン ミ ーテ ィ ン グ開 催日程

�������������

湯原ふれあいセンター会議室����������

美甘支局２階多目的ホール����������

八束コミュニティセンター����������

勝山文化センター第１会議室����������

北房庁舎２階大会議室���������

落合公民館２階講座室���������

久世公民館大会議室���������



テ
ー
マ　
 
真
庭
市
内
の
観
光
地
の
風
景
・
イ
ベ

ン
ト
・
文
化
な
ど
。

応
募
規
定 

・
自
作
、
未
発
表
の
作
品

・
写
真
サ
イ
ズ
は
八
つ
切
〜
四
つ
切

・
�
テ
ー
マ
に
つ
き
�
枚（
何
テ
ー
マ
で
も
可
）

・
日
付
が
入
っ
て
い
な
い
も
の

募
集
期
間　

平
成　

年
�
月
末
ま
で

��

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
応
募
票
（
必
要
事

項
を
記
入
）
を
は
り
、
左
記
ま
で
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
要
項
（
応
募

票
）
は
各
支
局
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

応
募
先　

真
庭
市
役
所
観
光
課　

観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
写
真
募
集
係
（
〒
�
�
�
―
�
�
�

�　

岡
山
県
真
庭
市
勝
山　

―
�
）　

��

審
査
・
発
表　

写
真
は
、
写
真
家
の
中
村
昭
夫

氏
を
委
員
長
と
す
る
選
定
委
員
会
で
厳
正
に

審
査
し
ま
す
。
発
表
は
平
成　

年
�
月
末
ご

��

ろ
直
接
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
選
定
さ
れ
た

写
真
は
、
市
施
設
で
展
示
も
し
ま
す
。

賞　

特
選
�
点
、
優
秀
�
点
、
入
選
�
点
、
佳

作　

点　

（
入
賞
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
）

��

・
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
こ

　

と
と
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
ネ
ガ
・
ポ
ジ
・
デ
ジ

　

タ
ル
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
入
選
以
外
の
作
品
も
今
後
真
庭
市
に
お
い
て

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
ポ
ス
タ
ー
・
真
庭
二
十
八
選
の
選
定
な
ど
）

あなたの写真が真庭の Ｐ Ｒ に
真庭市観光写真コンテスト

お問い合わせは各担当部局へ

�� MANIWA

観光課　℡ ������������

　

真
庭
市
役
所
で
は
、
す
べ
て
の
庁
舎
で
各
課

に
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。
市
役
所

に
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
便
利
な
直
通
ダ
イ
ヤ

ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

直
通
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
は
？

　

広
報
ま
に
わ
創
刊
号
と
と
も
に
各
家
庭
に
お

配
り
し
た
「
真
庭
市
民
便
利
帳
」
に
、
直
通
ダ

イ
ヤ
ル
番
号
が
載
っ
て
い
ま
す
。
出
生
・
健
康
・

福
祉
な
ど
ペ
ー
ジ
を
開
け
ば
、
項
目
ご
と
に
問

い
合
わ
せ
先
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
の
内
容
に
合
わ
せ
た
担
当
課
に
直

接
電
話
が
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
交
換
待
ち
の

時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
便
利
帳

を
日
々
の
生
活
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
直
通

ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
平
成　

年
度
に
作
成
す
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
使
用
す
る
写
真
を
皆
さ
ん
か
ら
募

１８

集
し
ま
す
。
募
集
は
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
行
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
魅
力
的
な
市
内
の
写
真

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

便利な直通ダイヤルをご利用ください
総務課　℡ ������������
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「生ごみはダンボールコンポストで処理しているので、家
庭ごみの量が減りました」と福島敦子さん（余野下）

人
権
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
）
を
募
集
し
ま
す
市
民
課

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

　

真
庭
市
人
権
教
育
推
進
委
員
会
で
は
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
を
募
集
し

ま
す
。
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
お
よ
び
市
民

の
皆
さ
ん
に
人
権
尊
重
の
理
解
を
深
め
、
豊
か

な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
実
施

す
る
も
の
で
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
・
高
校
生
お

よ
び
一
般
の
方

応
募
内
容　
　

　
　

日
常
生
活
を
通
じ
て
、
基
本
的
人
権
を
守

る
こ
と
の
必
要
性
・
重
要
性
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
を
題
材
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

・
作
文
は
�
�
�
字
詰
原
稿
用
紙
�
枚
以
内

・
ポ
ス
タ
ー
は
四
つ
切
ま
た
は
八
つ
切
の
画
用

紙
応
募
方
法　

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
と
も
、
住
所
・

氏
名
・
学
校
名
（
職
業
）・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
要
項
は
各
支
局
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

応
募
先　

真
庭
市
役
所
市
民
課
（
〒
�
�
�
―

�
�
�
�　

真
庭
市
久
世
�
�
�
�
）

　

ま
た
は
各
支
局
市
民
生
活
課
・
市
民
福
祉
課

ま
で

応
募
締
切　
　

月　

日
�

��

��

生ご み の 減量に
活 用し てく ださ い

環境課　℡������������

　環境課では、家庭ごみの減量化を目指そうとダ

ンボールコンポストを普及しています。手軽で、

簡単、臭わず、生ごみが堆肥にもなります。一人

ひとりが今までの生活を見直し、できることから

実践してみませんか。

実物を見てみませんか

　環境課ではダンボールコンポストを普及するた

め、説明会を開催しています。説明会ではビデオ

上映、実物を前に説明や疑問に答えます。地区や

団体などで、人数が集まりましたら気軽に環境課

へご相談ください。

ダンボールコンポスト
材料　ダンボール箱　１箱　　腐葉土　５㌔
　　　新聞紙　１日分　　　　米ぬか　３㌔
作り方
①ダンボール箱の底に新聞紙を敷き、腐葉土と米
ぬかを入れてよく混ぜる。（箱の下は風通しをよ
くしてください）
②箱の真ん中に箱半分ほどの深さの穴を掘り、生
ゴミを入れる。
③生ゴミの上に米ぬかを２つかみほど入れ、ごみ
を切るようによく混ぜ、土をかぶせる。
④次回は前回とは違う場所に穴を掘り、同様に繰
り返す。

活用のポイント
・上手に使えば１年でも使えます。毎日生ゴミを
入れても嫌な臭いはありません。
・発酵中は50℃ぐらいになります。
・水分を蒸発させるためのフタはしません。虫除け
のためレース布などで覆ってください。

・堆肥として使うときは、生ゴミの投入をやめて、
１～２カ月熟成させてください。

　�月��日、委員��名による総会が行わ

れ、真庭市人権教育推進委員会が発足し

ました。明るく住みよい杜市づくり・地

域づくりを目指して人権教育推進の中心

となって活動していきます。会長・副会

長を紹介します。

真庭市人権教育推進委員会発足

会長

近藤幹晴さん（佐引）

副会長　

青木和枝さん（月田）
金田理平さん（勝山中学校校長）
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全
国
大
会
で
活
躍
す
る
方
を
支
援

生
涯
学
習
課

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

全国大会出場を目指す落合中学校吹奏楽部お問い合わせは各担当部局へ

真
庭
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
等
助
成
金
と
は

　

真
庭
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
し
て
健

全
な
心
身
の
発
達
を
図
り
、
健
康
で
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
全
国
大
会
規
模

で
活
躍
す
る
方
々
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
ス
ポ

　

ー
ツ
や
コ
ン
ク
ー
ル
、
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、

全
国
規
模
の
大
会
に
出
場
さ
れ
る
個
人
・
団

体
。

※
学
生
な
ど
で
住
所
が
市
内
に
な
い
場
合
は
、

生
活
の
本
拠
地
が
市
内
に
あ
れ
ば
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
団
体
の
場
合
は
、
大
会
な
ど
に
登
録
（
補
欠

も
含
む
）
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

※
主
催
者
が
同
会
派
、
同
流
派
の
全
国
大
会
お

よ
び
自
由
に
参
加
で
き
る
全
国
大
会
は
対
象

外
で
す
。

申
し
込
み
先

　

生
涯
学
習
課
、
各
支
局
・
蒜
山
振
興
局
地
域

振
興
課
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
「
真
庭
市
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
等
助
成

金
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
の
情
報
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

真庭市職員募集

■職種および主な受験資格

①一般事務職（若干名） 高等学校卒業程度の学力を有する人

②幼稚園教諭（１名）　教職員免許法による幼稚園教諭�種

免許状を有する人および平成��年�月��日までに取得見

込みの人

③保育士（若干名）　保育士資格を有する人および平成��年

�月��日までに取得見込みの人

④保健師（若干名）　保健師資格を有する人および平成��年

�月��日までに取得見込みの人

⑤社会福祉士（１名）　社会福祉士資格を有する人および平

成��年�月��日までに取得見込みの人

※①～⑤の職種については昭和��年�月�日以降に生まれた

人が対象。詳細な受験資格は受験案内に記載しています。

■試験日　�月��日�

■会場　落合高等学校（落合垂水）

■受付締切　�月��日�

　※郵送の場合は�月��日の消印があるものまで有効

■受験申込書の提出先および問い合わせ先　　

　真庭市役所総務部職員課（〒���―����真庭市勝山��―�）

　℡����―��―����     

※インターネットで真庭市役所のホームページから受験申

込書をダウンロードすることができます。

真庭市消防職員募集
●職種および受験資格

　消防職員（�名程度）　昭和��年�月�日～昭和��年�月

　�日までに生まれた人で、身体健全・体力強健・精神機

　能完全な人（詳細な受験資格は受験案内に記載）

●試験日　�月��日�　

●会場　真庭市消防本部および久世中学校（体力試験）

●受付締切　�月��日�

　※郵送の場合は�月��日の消印があるものまで有効

●受験申込書の提出先および問い合わせ先　

　真庭市消防本部総務課　（〒���―����  真庭市惣���―�）　

　℡����―��―����

※受験案内は消防本部・各分署および真庭市役所各支局窓

　口に用意してあります。

　平成１８年度真庭市職員・消防職員を募集します。受

験案内を真庭市役所各支局窓口（真庭消防本部）に用

意してありますので、希望者は申し込みください。
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真
庭
市
成
人
式
を
平
成　

年
１
月
８
日
�
に

１８

行
い
ま
す
。
真
庭
市
最
初
の
成
人
式
は
、
勝
山

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成　

年
�
月
�
日
日　

��

開
会　

午
後　

時　

分

��

��

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

昭
和　

年
�
月
�
日
〜
昭
和　

年
�

��

��

月
�
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

※　

月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

��詳
し
い
内
容
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�　

月
�
日
に
平
成　

年
国
勢
調
査
を
行
い
ま

��

��

す
。

�
国
勢
調
査
は
、
人
口
と
世
帯
に
関
す
る
最
も

　

基
本
的
な
統
計
調
査
で
大
正
�
年
（
�
�
�

�
年
）
に
第
�
回
調
査
を
行
い
、
以
来
�
年

ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

�
今
回
の
国
勢
調
査
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
我
が
国
の
人
口
・
世
帯
の
最
新
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
国
民
生
活
の
向
上
に
幅
広
く

役
立
つ
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。

�
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

�
�
月
下
旬
か
ら　

月
上
旬
に
か
け
て
、
国
勢

��

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配

布
と
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

�
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者

に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘

密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

�
詳
し
く
は
杜
市
づ
く
り
推
進
課
、
各
支
局
統

計
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調
査
日
は�

月
�
日

��

真庭市成人式は
平成��年
�月�日

生涯学習課　℡������������

成人を迎える箕浦正紀さん（下長田）は農機具会社に勤務しています。
就職や就学、さまざまな人生を送っている成人者。
人生に１度の成人式、ご参加ください。

杜市づくり
推進課

℡������������



お問い合わせは各担当部局へ

�� MANIWA

　

真
庭
林
業
研
究
会
で
は
、
新
規
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
森
林
や
木
材
に
関
心
の
あ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
、
入
会
で
き
ま
す
。

真
庭
林
業
研
究
会
と
は

　

旧
町
村
単
位
で
活
動
し
て
い
た
林
業
研
究
連

絡
協
議
会
を
合
併
に
伴
い
解
散
し
、
新
た
に
真

庭
林
業
研
究
会
と
し
て
設
立
す
る
も
の
で
す
。

育
林
技
術
や
林
業
機
械
に
関
す
る
研
究
、
き
の

こ
や
山
菜
な
ど
の
栽
培
技
術
の
研
鑽
、
ま
た
地

域
の
皆
さ
ん
と
森
林
を
と
お
し
た
学
習
・
体
験
・

交
流
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
会
員
は
、
年

間
を
通
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

・
真
庭
森
林
組
合
（
事
務
局
）

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

・
美
作
県
民
局
真
庭
支
局
森
林
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

・
林
業
振
興
課
（
右
記
の
電
話
番
号
）

林
業
研
究
会
会
員
募
集
林
業
振
興
課

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��　平成��年�月��日に勝山町・落合町・湯原町・久世

町・美甘村・川上村・八束村・中和村・北房町が合併

し、新市として船出することができました。真庭市が

誕生したことを記念して市内外の方々をお招きし、合

併記念式典を開催します。

新市の風になびく市旗

真庭市合併記念式典
を開催します

内容

オープニング　９：３０～
勝山二万三千石櫓太鼓

①開会　　　②国歌斉唱　　　③式辞
④挨拶　　　⑤表彰状贈呈
⑥来賓祝辞　⑦閉会

������������
��������

��������
������
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�
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
真
庭
市
議
会

��

臨
時
会
に
、
真
庭
市
助
役
選
任
議
案
が
提

出
さ
れ
、
新
助
役
に
安
永
知
昭
（
や
す
な

が
と
も
あ
き
）
氏
（　

）
が
選
任
さ
れ
ま

��

し
た
。

　

岡
山
県
職
員
出
身
の
安
永
氏
は
、
昭
和

　

年
か
ら
�
年
間
、
真
庭
地
方
振
興
局
に

��赴
任
。
ま
た
、
平
成　

年
�
月
か
ら
は
、

��

当
時
の
真
庭
広
域
連
合
へ
�
年
間
在
籍
。

真
庭
広
域
連
合
で
は
、
急
速
な
高
度
情
報

化
に
対
応
す
る
た
め
、
広
域
連
合
が
進
め

て
い
た
真
庭
圏
域
内
各
町
村
公
共
施
設
間

を
大
容
量
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
で
結
ぶ
「
真

庭
広
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

安
永
新
助
役
は
、
�
月
�
日
に
着
任
し
、

任
期
は
�
年
間
。
井
手
真
庭
市
政
を
高
田

助
役
、
藤
原
収
入
役
と
と
も
に
補
佐
し
ま

す
。

真庭市新助役に 安永知昭氏
が選任されました

安永助役略歴
岡山大学法学部卒。昭和30年生まれ。昭和54年真庭地方振興
局で県職員としてスタート。その後、県立大学建設準備室、
県庁商工企画課などを経て、平成13年４月から２年間真庭広
域連合に出向。県庁復帰後は県民生活課を経て、この７月ま
で農政企画課副参事。氏のモットーは「誠心誠意」。

　

�
月
�
日
、
北
房
町
商
工
会
、
落
合
商
工
会
、
久

世
商
工
会
、
勝
山
町
商
工
会
、
美
甘
商
工
会
、
湯
原

町
商
工
会
、
中
和
村
商
工
会
、
八
束
村
商
工
会
、
川

上
村
商
工
会
、
新
庄
村
商
工
会
の
合
併
基
本
協
定
調

印
式
が
、
久
世
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
各
商
工
会
長
が
協
定
書
に
調
印
。

こ
の
基
本
協
定
書
調
印
に
よ
り
、
平
成　

年
に
端
を

��

発
し
た
合
併
協
議
は
終
了
し
、
平
成　

年
度
末
で　

��

��

商
工
会
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
協
定
書
に

よ
る
と
、
新
商
工
会
の
組
織
は
本
部
を
久
世
商
工
会

館
に
置
き
、
現
商
工
会
地
区
単
位
に
事
務
所
が
設
置

（
蒜
山
地
域
は
�
カ
所
）
さ
れ
ま
す
。

　

「
真
庭
商
工
会
」
の
誕
生
は
平
成　

年
�
月
�
日
。

��

　

正
会
員
は
�
、
�
�
�
人
と
な
り
ま
す
。

�

商
工
会
広
域
連
携
で
合
併
へ

��
　

真
庭
市
誕
生
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
旧
町
村
に
分

か
れ
て
い
た
市
内
各
種
組
織
の
再
編
統
合
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

�
月　

日
に
は
、
真
庭
市
体
育
協
会
評
議
委
員
会

��

が
開
催
さ
れ
、
規
約
、
加
盟
規
定
、
会
長
な
ど
の
役

員
選
任
な
ど
を
協
議
。
真
庭
市
体
育
協
会
発
足
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
足
し
た
市
体
育
協
会
に
は
、　

の
専
門
部
（　

��

��

競
技
組
織
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
市
体
育
指
導
委
員

会
、
市
内
の
小
・
中
・
高
各
体
育
連
盟
）
が
置
か
れ
、

旧
町
村
体
育
協
会
は
支
部
（
市
内
�
支
部
＝
蒜
山
地

区
は
一
つ
の
支
部
。
新
庄
村
を
含
む
）
と
な
り
ま
す
。

市
発
足
で
組
織
再
編  
市
体
育
協
会
設
立
へ
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蒜
山
・
津
黒
高
原
、
湯
原
温
泉

郷
、
神
庭
の
滝
、
町
並
み
保
存
地

区
、
出
雲
街
道
宿
、
旧
遷
喬
尋
常

小
学
校
、
醍
醐
桜
、
ホ
タ
ル
、
北

房
ぶ
り
市
。
数
え
上
げ
れ
ば
他
市

町
村
が
う
ら
や
む
ほ
ど
の
観
光

資
源
を
抱
え
る
真
庭
市
。
市
の
発

展
を
考
え
る
上
で
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
（
旧
合
併
協
議
会
）
が
、

要
望
し
て
い
た
「
真
庭
地
域
の
観

光
振
興
強
化
調
査
」。
旧
来
型
観

光
地
の
入
り
込
み
客
が
減
少
す

る
中
、
勝
山
の
お
雛
ま
つ
り
な
ど
、

新
た
な
魅
力
を
付
け
た
新
規
交

流
な
ど
で
入
り
込
み
客
が
増
加

し
て
お
り
、
よ
り
強
い
観
光
基
盤

づ
く
り
が
で
き
る
地
域
と
し
て
、

�
中
国
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
中
国
経
済
産
業
局
外
郭
団
体
）

の
正
式
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

�
月　

日
、
こ
の
調
査
を
進
め

��

る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
委
員
会

の
第
�
回
会
議
が
、
真
庭
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
。

　

委
員
長
に
岡
山
商
科
大
学
大

学
院
の
鳥
越
良
光
教
授
を
迎
え
、

県
内
を
代
表
す
る
企
業
、
市
内
観

光
事
業
者
、
市
内
各
地
の
ま
ち
づ

く
り
代
表
者
な
ど　

名
が
参
画
。

��

第
�
回
会
議
で
は
、
各
委
員
の
初

顔
合
わ
せ
と
と
も
に
調
査
概
要

が
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

有
望
な
観
光
資
源
を
持
つ
と

同
時
に
、
広
大
な
面
積
を
抱
え
る

真
庭
市
。
市
内
各
間
の
連
携
、
一

体
化
し
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
づ
く

り
も
課
題
で
す
。
事
業
結
果
は
来

年
�
月
頃
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
発

表
さ
れ
ま
す
。

▲
第
１
回
委
員
会
の
様
子

真
庭
地
域
の
観
光
振
興
強
化
を

　

�
月　

日
、
岡
山
県
が
湯
原
イ
ン

��

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
湯
原
温
泉
街
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
を
目
指
し
整
備
を
進

め
て
い
た
国
道
�
�
�
号
線
、 

禾 
津
   
い
な 

つ

―
下
湯
原
間
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
通
し
た
バ
イ
パ
ス
は
、
幅
員　
��

㍍
（
う
ち
歩
道
�
・
�
㍍
）
で
橋
長

�
�
�
・
�
㍍
の
湯
原
温
泉
大
橋
、

橋
長　

・
�
㍍
の 
三  
家 
橋
を
含
む
総

み
つ 

え

��

延
長
�
、
�
�
� 
㍍ 
の
区
間
。
平
成
�

年
か
ら
総
事
業
費　

億
円
を
か
け
て

��

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
 
豊  
栄 
の
湯
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
よ 
さ
か

で
行
わ
れ
た
開
通
式
に
は
、国
・
県
・

地
元
関
係
者
ら
約
�
�
�
人
が
出
席
。

岡
山
県
美
作
県
民
局
局
長
が
、
多
年

に
わ
た
る
関
係
者
の
功
績
に
対
し
感

謝
と
地
域
発
展
の
願
い
を
込
め
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
を
移
し
、
下
湯
原
、
湯
原
温

泉
大
橋
で
行
わ
れ
た
祝
賀
式
で

は
、
井
手
真
庭
市
長
ら
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
。
永
代
の
安
全
を
願
い
地

元
�
世
代
夫
婦
に
よ
る
渡
り
初

め
、
地
元
保
育
園
児
童
に
よ
る
マ

ー
チ
ン
グ
演
奏
で
に
ぎ
や
か
に

開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

国
道
な
ど
市
内
主
要
幹
線
は
、

生
活
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
恵

ま
れ
た
観
光
資
源
を
持
つ
真
庭

市
が
発
展
す
る
た
め
の
骨
格
と

も
言
え
ま
す
。

　

改
良
が
進
む
各
道
路
で
は
、
ご

不
便
を
か
け
る
場
所
も
あ
り
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

にぎわった湯原温泉大橋の渡り初め

バイパス沿いに設置された看板は、
県野外広告コンクールで銅賞に

国道 ����号線
禾津 ー下湯原
バイパス開通
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イ
オ
マ
ス
（
生
物
資
源
）
エ
タ
ノ
ー
ル
。　

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
海
外
で
は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
い
っ
た
農
作

物
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
（
エ
タ
ノ
ー

ル
は
酒
の
主
成
分
）
が
製
造
さ
れ
、
こ
れ
を
混

合
し
た
ガ
ソ
リ
ン
が
自
動
車
燃
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
�
�
�
�
年
、「
揮
発
油
等
の
品

質
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
で
、
�

％
ま
で
エ
タ
ノ
ー
ル
を
配
合
し
た
ガ
ソ
リ
ン
＝

Ｅ
�
燃
料
が
一
般
に
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
。
ガ
ソ
リ
ン
に
混

合
す
る
こ
と
で
石
油
燃
料
使
用
量
を
抑
え
る
だ

け
で
な
く
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
抑
制
し

ま
す
。
ま
た
、
今
年
�
月
に
発
効
し
た
京
都
議

定
書
。
こ
こ
で
、
条
約
を
締
結
し
た
各
国
に
は
、

国
ご
と
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
数
値
目

標
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
も
�
�
�
�
年

と
比
較
し
て
�
％
の
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
、
�
�
�
�
年
か
ら
�
年
間
で
削

減
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
か
ら
国
際
的
に
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
規
制
さ
れ
る
中
、
植
物
を
原

料
と
す
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
燃
料
と
し

て
利
用
し
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
京
都
議
定
書
で
制
限
さ
れ
て
い
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
に
は
数
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

利
用
は
環
境
保
全
の
面
か
ら
も
脚
光
を
浴
び
つ

つ
あ
り
ま
す
。　
　

真
庭
の
地
か
ら　

　

海
外
で
は
、
農
産
物
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
で
す
が
、
日
本
で
は
、
豊

富
な
資
源
と
し
て
存
在
す
る
樹
木
が
着
目
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
し
、
原
料
の
安
定
供
給
と
、
農

産
物
系
に
比
べ
高
い
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
る
こ

　

真
庭
市
が
岡
山
県
と
と
も
に
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
る
真
庭
産
業
団
地
。
６
月　

日
、
こ
の
産
業

30

団
地
南
区
域
で
、
三
井
造
船
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
稼
動
を
始
め
ま
し
た
。

■バイオエタノールの原料となる植物は、自然界の中で二酸化炭素を吸収し

て成長します。植物が枯れ、腐敗して二酸化炭素を排出したとしても、それ

は、すべて自然界の営みの中に入ります。この考え方から、植物を利用して

製造されたバイオエタノールが燃焼して、二酸化炭素を排出してもその量は

「０（ゼロ）」と考えられています。

真庭産業団地
三井造船
真庭バイオエタノール
実証プラント稼動

真
庭
市
発

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の

�����

バ
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Pickup

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
産
業
団
地
に
完
成
し
た
プ
ラ
ン
ト
で

は
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
実
験
が
、

三
井
造
船
と
、
独
立
行
政
法
人
・
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
技
術
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の

共
同
事
業
と
し
て
、
�
年
間
、
各
デ
ー
タ
収

集
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
で
は
、

含
水
率　

％
、
�
�
の
針
葉
樹
チ
ッ
プ
か
ら
、

��

純
度　
 
・ 
�
％
の
無
水
エ
タ
ノ
ー
ル
が
一
日

��

／
�
�
�
㌔
生
産
さ
れ
ま
す
。

 　

真
庭
市
の
山
林
面
積
は
約　

・
�
％
。
市

��

内
に
は
木
材
事
業
者
が
多
数
集
ま
り
、
原
料

と
な
り
得
る
大
量
の
木
材
片
が
排
出
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
山
地
に
残
る
残
材
も
、
こ
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
原
料
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
目
指
す
真
庭

市
で
は
、
同
様
に
グ
リ
ー
ン
・
バ
イ
オ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
る
岡
山
県
と
と
も
に
、
公

用
車
で
こ
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
合
し

た
Ｅ
�
燃
料
を
使
用
し
、
社
会
実
験
を
行
う

予
定
で
す
。

■プラントでは、化学反応で木材片を糖に変え、さらに酵母菌を利用し発酵

させて、リグニン（樹脂）と無色透明のエタノールに分離します。リグ ニンは

プラント内の燃料として利用されるため、最終的な排出物は水のみとなります。

６月30日には、真庭市長、経

済産業省中国経済産業局資源

環境部長、岡山県副知事ら来

賓多数を招いて竣工式が行わ

れました。

真庭産業団地へ

���
���
オーティス㈱

　真庭市下湯原に本社を置

く、オーティス㈱（代表取

締役　佐山修一氏）が、真

庭産業団地に進出し、�月

�日に来賓を招いて竣工式

が行われました。

　同社は、����年に創業し、

デジタルカメラなど、通信・

情報エレクトロニクス製品

の絶縁パーツなど、精密機

器を手がけ、海外にも進出

するなどで急成長したメー

カーです。

　このほど、同社が真庭産

業団地南区域内に立地した

のは、鉄骨�階建て、延べ

床面積約�����㎡の久世工

場。約���人が、この工場

で就業にあたります。

　真庭産業団地の広い敷地

面積を活かし、製造環境の

ワンフロア化も実現した同

社。今後の発展が期待され

ます。

　真庭市では、真庭産業団

地に工場の立地を進めるた

め、岡山県大阪事務所にも

市職員を派遣し、企業誘致

を図っています。故郷、真

庭発展に協力の意思をお持

ちの企業主の皆さんは、ぜ

ひ、ご連絡をお願いします。



　

各
地
で
行
わ
れ
る
花
火
大
会
・
盆

踊
り
を
紹
介
し
ま
す
。
夏
の
一
夜
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

�
は
ん
ざ
き
祭
り　

�
月
�
日
�　

　

湯
原
温
泉
街

�
八
束
納
涼
盆
踊
り　

�
月　

日
�

��

　

蒜
山
郷
土
博
物
館
周
辺

�
中
和
ふ
る
さ
と
祭
り

　

�
月　

日
�　

中
和
神
社
境
内

��

�
北
房
青
年
団
納
涼
盆
踊
り
大
会

　

�
月　

日
�　

コ
ス
モ
ス
ド
ー
ム

��

�
久
世
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

バ
ル　

�
月　

日
�　

��

　

久
世
河
川
公
園

�
か
つ
や
ま
盆
お
ど
り　

�
月　

日
��

　

�　

勝
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

�
大
宮
踊
協
賛
花
火
大
会

　

�
月　

日
�　

福
田
神
社
周
辺

��

　

市
内
で
行
わ
れ
る
朝
市
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
お
盆
の
買
い
物
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�
久
世
軽
ト
ラ
朝
市　

�
月
�
日
�

　

午
前
�
時　

〜
�
時　

分

��

��

　

久
世
エ
ス
パ
ス
土
広
場

　

�問
 
　

農
業
振
興
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

�
湯
原
温
泉
あ
さ
市　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
�
時
〜
�
時

　

湯
原
温
泉
街

　

�問
 
　

湯
原
支
局
産
業
建
設
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

�
も
く
も
く
木
曜
夕
方
市

　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

分
〜

��

��

　

勝
山
木
材
ふ
れ
あ
い
会
館

　

�問
 
　

勝
山
支
局
産
業
建
設
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

星
空
観
察
や
、
星
座
に
ま
つ
わ
る

神
秘
的
な
話
が
聞
け
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
夜
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

�
夏
の
星
座
観
察
会　

�
月
�
日
�

　

午
後
�
時
〜　

落
合
公
民
館

　

�問
 
　

落
合
公
民
館

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

�
蒜
山
学
講
座
「
蒜
山
の
星
空
」

　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

　

蒜
山
郷
土
博
物
館

　

参
加
費　

�
�
�
円

　

�問
 
　

教
育
委
員
会
蒜
山
分
室　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
自
然
観
察
会

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
自
然
観
察
に

詳
し
い
ガ
イ
ド
が
植
物
や
昆
虫
な
ど

の
説
明
を
し
て
く
れ
ま
す
。

�
夏
休
み
自
然
観
察
会

　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

　

�問
 
　

さ
さ
ゆ
り
館　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

�
蒜
山
エ
コ
ツ
ア
ー
自
然
観
察
会

　

�
月　

日
�　

午
前
�
時
に
道
の

��

　
　

駅
「
風
の
家
」
に
集
合

　

観
察
地　

内
海
谷
湿
原

　

�問
 
　

蒜
山
振
興
局
企
画
観
光
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

��������

�������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�����������

�������������

�����������

�������������

�������

�������������

代表電話番号

M A N IWA ��

真庭市の人口

����������������

����������������

����������������

����������������

����������	
���������	


 
朝
市
紹
介

 
地
域
の
特
産
品
が
盛
り
だ
く
さ
ん

 
星
座
観
察
会

   
星
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か

 
花
火
大
会
・
盆
踊
り
大
会

 
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

 
自
然
観
察
会
の
開
催

 
真
庭
に
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い

竹のおもちゃ作り＆
流し そうめ んを 食 べよ う

わたしたちのまちにやってくる
本と遊ぼう

全国訪問おはなし 隊

竹を使って竹馬やポックリ作り、仕上げは流しそうめんで決まり ！

参加費　一般：1,000円　小学生以下：500円

問い合わせ・申し込み先　クリエイト菅谷（美甘）  ℡ 0867―56―2044

キャラバンカー

　児童書をたくさん積んだキャラ
バンカーで全国を巡り、子どもた
ちに絵本の読み聞かせなどを行っ
ている「全国訪問おはなし隊」が
やってきます。参加無料です。
��月��日�　��：��～
　久世エスパス土広場
��月��日�　��：��～
　北房文化センター

クリエイト菅谷で夏休み最後の思い出づく り

�月 ��日 ［ 日 ］
午前10時



　

共
生
の
森
は
県
民
皆
さ
ん
が
気
軽

に
植
樹
や
下
刈
り
、
間
伐
な
ど
の
森

林
作
業
に
参
加
で
き
る
森
で
す
。
今

回
共
生
の
森
・
久
世
（
三
阪
地
内
）

で
下
刈
り
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月
�
日
�　

午
前　

時
〜

��

場
所　

共
生
の
森
・
久
世
（
三
阪
）

※
か
ま
な
ど
道
具
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
期
限　

�
月
�
日
�

申
し
込
み
先　

県
民
局
真
庭
支
局
森

林
課　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

�　
　

　

市
内
の
若
者
が
集
ま
り
、
ロ
ッ
ク

か
ら
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
バ
ン
ド
が
集
ま

り
、
野
外
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

屋
台
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
わ

れ
、
夜
に
は
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

久
世
河
川
公
園

入
場　

無
料

　

ゆ
う
あ
い
ネ
ッ
ト
ｐ
ｃ
ｖ
ｏ
ｌ

（
ぷ
く
ぼ
る
）
が
、
視
覚
障
害
者
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
視
覚
障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方

も
、
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

��

　

〜
�
時　

場
所　

久
世
公
民
館

対
象
者　

①
視
覚
障
害
者
で
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
い
る
方
、
あ
る
い

は
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
い
と
考
え

て
い
る
方

②
視
覚
障
害
者
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
を

　

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

動
に
関
心
の
あ
る
方
。（
音
声
化
ソ

　

フ
ト
が
入
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
体
験

　

で
き
ま
す
）

申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

高
取
茂
樹　

℡
�
�
�
�（　

）
�

��

　

�
�
�　

　

岡
山
県
で
は
、
県
内
就
職
希
望
者

を
対
象
に
Ｕ
タ
ー
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
ま
す
。
県
内
の
企
業
の
情
報

提
供
お
よ
び
、
履
歴
書
を
用
意
し
て

あ
れ
ば
面
接
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

　

�
時

場
所　

津
山
鶴
山
ホ
テ
ル（
津
山
市
）

※
面
接
を
数
社
受
け
る
に
は
複
数
枚

　

の
履
歴
書
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
産
業
労
働

　

部
労
政
・
雇
用
対
策
課　

℡
�
�

　

�（
�
�
�
）
�
�
�
�

　

真
庭
市
内
の
発
電
施
設
を
調
査
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
真
庭
市
の

豊
か
な
自
然
の
水
を
利
用
し
た
水
力

発
電
所
を
見
学
し
ま
す
。　

日
時 
�
月　

日
�　

午
前
�
時　

��

��

　

分
〜

場
所 
湯
原
第
二
発
電
所
前
久
世
制

　

御
中
継
所
（
久
世
地
内
）

参
加
費　

無
料
（
定
員　

人
）

��

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

℡
�
�

　

�
�（　

）
�
�
�
�

��

�� MANIWA

問い合わせ先　湯原町商工会　℡ 0867―62―2174

湯 気 夢 里 寄 席������

�����������������������������	
���


　蒜山伝統の切り紙細工「シリゲ」
を制作してみませんか。

開催日　�／���、���、���
　��：��～��：��
場所 蒜山郷土博物館（蒜山上長田）
　参加費　���円
�問 　同博物館　 ℡����―��―����

皆さんのところへ出かけます

�����������

　ＮＰＯ法人サポートあいでは、
子育て支援活動を応援しています。
オレンジ・マーマレードとは、リ
ズム体操・手あそび・パネルシア
ターなどを行うグループです。子
ども会などの集会などにも出張し
ますので、ご連絡ください。
�問 　サポートあい代表　庄司憲子
　　℡����―��―����

 
ゆ
う
あ
い
ネ
ッ
ト
ぷ
く
ぼ
る

 
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

 
癖
者
音
楽
祭

 
若
者
パ
ワ
ー
全
開

 
岡
山
共
生
の
森
・
久
世

 
下
刈
り
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

藤井明子さんの作品（八束小）

シ
リ 
ゲ
教
室

「なんとまぁー湯原じゃ温泉につかって落語を聴ける寄席を毎年やりょー
るそうじゃでぇー」「おもしろそーじゃのう。行ってみゅーか」
※温泉に入らずとも聴くことができます。 入場無料。

 
な
る
ほ
ど
、電
気
の
教
室
！

 
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
隊
に
な
ろ
う

 
Ｕ
タ
ー
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

 
地
元
就
職
を
支
援

関西大学生による落語・大喜利が楽しめます



休日急患担当医

　

一
斉
清
掃
の
お
知
ら
せ
を
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
お

願
い
し
ま
す
。

�
ふ
る
さ
と
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

　

�
月
�
日
�　

久
世
支
局
管
内

　

�問
 
　

環
境
課　

℡
�
�
�
�（　

）
��

　

�
�
�
�

�
落
合
地
区
夏
季
一
斉
清
掃

　

�
月
�
日
�　

落
合
支
局
管
内

　

�問
 
　

落
合
支
局
市
民
生
活
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

�
北
房
地
区
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

　

�
月
�
日
�　

北
房
支
局
管
内

　

�問
 
　

北
房
支
局
市
民
生
活
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

自
治
医
科
大
学
で
心
臓
血
管
外
科

学
教
室
教
授
を
さ
れ
て
い
る
河
田
政

明
先
生
が
こ
ら
れ
ま
す
。
先
天
性
心

疾
患
・
川
崎
病
・
虚
血
性
心
疾
患
な

ど
の
循
環
器
疾
患
全
般
の
診
察
・
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

　

午
前
�
時
〜
午
後　

時　

分

��

��

場
所　

湯
原
温
泉
病
院

問
い
合
わ
せ
先　

湯
原
温
泉
病
院

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

真
庭
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、
特

設
人
権
相
談
所
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
事
務
局
の
あ
る
法
務
局
真
庭

支
局
（
勝
山
）
だ
け
で
な
く
、
特
設

の
相
談
所
を
各
支
局
管
内
に
設
け
、

人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
の
相
談

を
受
け
る
も
の
で
す
。
家
庭
内
・
近

隣
間
の
問
題
な
ど
、
人
権
相
談
委
員

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
連

絡
く
だ
さ
れ
ば
、
お
近
く
の
特
設
人

権
相
談
所
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
人
権
擁
護
委

　

員
会　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

　

�

　

真
庭
消
防
署
で
は
、
防
火
に
関
す

る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
火
災

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
、
皆

さ
ん
か
ら
一
目
で
強
く
防
火
を
訴
え

る
標
語
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法　

は
が
き
に
標
語
（
�
編

　

ま
で
）、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
（
学
校
名
・
学
年
）、
電
話
番
号

を
明
記
し
左
記
ま
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切　

�
月　

日
�

��

応
募
先　

真
庭
市
消
防
本
部
予
防
課

　

（
〒
�
�
�
―
�
�
�
�　

真
庭

　

市
惣
�
�
�
―
�
）　

℡
�
�
�

　

�（　

）
�
�
�
�

��

　

現
在
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
�
月
中
に
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
は
手
当
を

引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
未
提
出
の
場

合
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

提
出
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

真
庭
交
通
災
害
共
済
は
真
庭
広
域

連
合
の
解
散
に
よ
り
、
平
成　

年
度

��

で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
見
舞
金
請
求

事
務
は
真
庭
市
が
引
き
継
い
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成　

年
�
月　

日

��

��

で
平
成　

年
度
の
加
入
者
の
共
済
期

��

間
は
終
了
し
、
新
規
加
入
の
受
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
が
廃
止
さ
れ
て

も
、
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
の
交

��

��

通
事
故
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
故
の

発
生
の
日
か
ら
�
年
以
内
は
見
舞
金

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請

求
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

市
役
所
総
務
課
（
℡
�
�
�
�（　

）
��

�
�
�
�
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

M A N IWA ��

記念日・節気

�����

����

�中山病院・久世町�
����������	�


�人見医院（内）・勝山町
����������	



�廣恵医院（内）・北房
������������	
�

������

�湯原温泉病院・湯原�
�������������

�イケヤ医院（内）・久世
����������	��

�牧原医院（外）・北房
������������	
�

������

�河本病院・落合�
����������	�	

�石賀医院（内）・八束�����
������������	
�

������

�勝山病院・勝山�
����������	�	

�まにわクリニック（外）・久世  �
����������	��

�さとう医院（外）・北房 �
�������������

�

������

�金田病院・落合
���������		
	

�遠藤クリニック（外）・川上
�������������

��������

���������

���������

���������

  
防
火
標
語
募
集

  
火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

  
児
童
扶
養
手
当

  
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

  
真
庭
交
通
災
害
共
済

  
共
済
期
間
終
了
の
お
知
ら
せ

  
特
設
人
権
相
談
所

  
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

   
湯
原
温
泉
病
院
特
別
診
察

   
先
天
性
心
疾
患
・
川
崎
病
で
お
困
り
の
方

  
地
域
一
斉
清
掃

  
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

野土路トンネルを歩いてみませんか

開通イベント開催

工事が進められている野土路トンネル

　県道北房川上線の野土路トンネ
ル（新庄村野土路～真庭市蒜山本
茅部）は、�月�日�に開通式が
行われ通行可能となります。�月
�日�にはトンネル内を歩くこと
ができる開通プレイベントを開催
しますので、ご来場ください。
�������������������

���������������



 　

水
の
使
用
量
の
多
い
�
月
上
旬

に
、
水
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た

だ
こ
う
と
制
定
さ
れ
た「
水
の
日（
�

月
�
日
）」。
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
真
庭
市
で
す
が
、
気
象
変
動
が
続

く
近
年
で
は
、
い
つ
渇
水
の
危
機
が

訪
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

か
ら
節
水
に
心
が
け
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。　
 　

水
道
課

　

真
庭
遺
産
研
究
会
と
鳥
取
大
学
農

学
部
付
属
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
が
蒜
山
高
原
・
周
辺
域
で

自
然
環
境
ガ
イ
ド
が
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
「
蒜
山
高
原
・
夏
休
み
自

然
環
境
ガ
イ
ド
養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
自
然
に
関
心

の
あ
る
方
は
応
募
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

�
月　

日
�
〜　

日
�
の

��

��

　

�
泊
�
日

講
師　

鳥
取
大
学
農
学
部
お
よ
び
地

　

元
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
専
門
家

参
加
費　

�
、
�
�
�
円

※
定
員　

名
に
な
り
次
第
締
切

��

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

　

環
境
課　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�

��

　

�
�

 　

人
権
啓
発
の
映
画
が
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
ま
す
。

�
月
�
日
�　

午
前　

時　

分
〜　

��

��

　

「
め
ば
え
の
朝
」（
瀬
戸
内
海
放
送
）

�
月　

日
�　

午
前　

時　

分
〜　

��

��

��

　

「
一
枚
の
絵
手
紙
」（
西
日
本
放
送
）

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜　

��

　

「
夢
の
箱
」（
岡
山
放
送
）

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

　

「
私
た
ち
の
人
権
宣
言
」（
テ
レ
ビ

　

せ
と
う
ち
）

�
月　

日
�　

午
前
�
時　

分
〜　

��

��

　

「
今
、光
っ
て
い
た
い
」（
山
陽
放
送
）

　

岡
山
県
警
察
で
は
、
家
族
や
身
近

な
人
の
行
方
が
つ
か
め
な
く
な
る
な

ど
、
心
配
さ
れ
て
い
る
方
々
の
た
め

に
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
写
真
な

ど
、
行
方
を
捜
す
手
が
か
り
と
な
る

資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

　

午
前
�
時
〜
午
後
�
時

場
所　

鑑
識
科
学
セ
ン
タ
ー
（
岡
山

　

市
富
田
町
�
―
�
―
�
）

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
警
鑑
識
科

　

学
セ
ン
タ
ー　

℡
�
�
�（
�
�

　

�
）
�
�
�
�

         

　

中
国
電
力
よ
り
、
教
育
委
員
会
に

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を　

個
い
た
だ
き

��

ま
し
た
。

　

広
報
ま
に
わ
�
月
号　

ペ
ー
ジ
で

��

叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
中
山
史
章
さ
ん

が
逝
去
さ
れ
た
日
は
、
�
月
�
日
で

は
な
く
、
�
月　

日
の
間
違
い
で
し

��

た
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
関
係
者
皆
さ
ん
に
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
  
広
報
係

������
���������

���������
��������������

�� MANIWA

�����������

●シネエスパ「ポケットモンスター・ミュウと波導の

　勇者ルカリオ」（�����）＆「電車男」（�����）入替制

　平成��年�月��日（土）  全席自由  エスパスホール 

　一般前売�����円  高校生以下前売���円  当日���円増

●レニングラード国立舞台サーカス勝山公演

　平成��年�月��日（日）　入場券：勝山文化センター

　でも扱い［昼の部］開演��：�� ［夕の部］開演��：��

　　全席自由　勝山文化センター

　一般�����円　高校生以下�����円

●アンサンブル・クオーツ・リサイタル　東京芸大生

　平成��年�月��日（金）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール　入場料�����円

　出演：川西史恵（ｆｇ）、西崎智子（ｃｌ）、遠藤慎（ｆｌ）ほか

●エスパス野外ライブ　�����人スタンディング

　出演：１７５Ｒ／ＳＯＵＬ'ｄ ＯＵＴ／Ｂ―ＤＡＳＨ

　平成��年�月��日（土） 開演��：��　終演予定��：��

　久世エスパスランド土広場特設会場　

　入場番号付きチケット：前売�����円／当日�����円

　

●宮坂流銭太鼓エスパス公演

　平成��年�月��日（月・祝）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール 一般�����円 ��歳以上、高校生以下

　�����円  入場券発売：平成��年�月�日（日）��：��～

●県北合唱フェスティバル（全１７団体出演予定）

　平成��年�月��日（金・祝）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール　入場料���円　コール木犀ほか

●保科アカデミー室内管弦楽団久世特別公演

　平成��年�月��日（日）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール　一般�����円　高校生以下���円

　入場券発売：平成��年�月�日（日）��：��～

　出演／有森博（Ｐ）、服部孝也（Ｔｐ）、秋山隆（指揮）

　曲目／モーツァルト：交響曲「ジュピター」ほか

●鼓童久世公演～ＯＮＥ  ＥＡＲＴＨ  ＴＯＵＲ

　平成��年��月��日（水）　開演��：��　全席指定

　エスパスホール　入場料�����円

　入場券発売：平成��年�月�日（日）��：��～

1 7 5R

夏休み

  
人
権
啓
発
映
画
夏
休
み
特
集

  
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
ま
す

  
自
然
環
境
の
ガ
イ
ド
養
成

  
参
加
者
募
集

  
�
�
�
�
�
日
は「
水
の
週
間
」

  
節
水
に
ご
協
力
を

  
相
談
所
を
開
設

  
行
方
不
明
者
を
捜
し
て
い
る
方
へ

  

篤
志
寄
付

  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

  

広
報
ま
に
わ
�
月
号

  
お
詫
び
と
訂
正
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　全国高等学校総合体育大会（インターハイ）の出

場者、そのほかの全国大会出場者を紹介します。出

場おめでとうございます。(敬称略）

　�月��日に逝去された西尾さん

は、昭和��年に美甘村議会に初当

選以来、�期にわたり美甘村行政

の振興に多大な貢献をされました。

生活改善センター・村民グラウン

ド・美甘村コミュニティーセンタ

ーの整備、平成�年からは�年間、

美甘商工会理事をつとめられ、商

工振興などにも尽力されました。

故  ������ （美甘）
������

��������	
��
�
●夢づくり推進大賞受賞―いきいきゆばら��会議

　　湯原温泉いきいき音頭を考案し、曲に合わせたストレッチ体

操の普及。ウォーキングマップづくりを呼びかけるなどの健康

増進策が評価されました。

●夢づくり推進賞受賞―ＮＰＯ法人子育て支援の会「サポートあい」

　　子育てサロン「サポートあい（落合垂水）」を設置し子育て

支援の交流の場や、ボランティア育成の取り組みが認められま

した。
　

������������	�
��
����　
●愛・地球賞受賞―銘建工業株式会社

　　廃木材を燃料としたバイオマス発電技術が、環境問題の解決

貢献技術としてたたえられました。

○岡山県高等学校総合体育大会　�／��～��

　サッカー優勝―作陽高校

　真庭市関係者　黒田  瞬（中）�

　

　ハンドボール女子優勝―玉野光南高校

　　　　　　　　真庭市関係者

　　　　　　　　�福島  愛

　　　　　　　　　（上河内）

　　　　　　　　　　　　吉田亜由

　　　　　　　　　　　　（福田）�

　剣道女子団体優勝―津山東高校

　真庭市関係者　松岡詩織（富尾）�

　

　バレーボール女子優勝―就実高校

　真庭市関係者　

　妹尾菜々子（多田）、　赤木かおり（目木）

○中国地区高等学校総合体育大会　�／��　岡山市

　陸上競技

　男子�����mリレー

　男子���mリレー

　優勝―玉野光南高校

　真庭市関係者  爲本康平（台金屋）�

　

　男子���mハードル

　�位―美甘奨太（蒜山下和）�　

　　　　美作高校

 祝 インターハイ出場　 �／�～��  千葉県

全国大会出場者

■岡山県春季短水路記録会
　�／�　倉敷市
　女子��歳以下��m背泳ぎ優勝―
　赤木彩乃（勝山）�
　第��回JOCジュニアオリンピック
　カップ夏季水泳大会出場
　�/��～��　東京都
■全日本卓球選手権大会
　岡山県予選会　�／�　総社市
　バンビの部�位―山本竜也（勝山）�
　平成��年度全日本卓球選手権
　大会出場　�／��～��　神戸市
■第��回全国都道府県対抗相撲
　選手権大会出場　�／�　東京都
　三島基裕（上市瀬）�
■����全日本ジュニア綱引選手権大会出場　
　　　　　　　　�／��　群馬県
　　　　　　　　�宮本佳明
　　　　　　　　　（下方） 
　　　　　　　　　　　岡野竜太�
　　　　　　　　　　　（法界寺）

　   尾�雄樹　　　　先原秀佳　　　　 稲岡伸典
　　（上市瀬）　　　　（西河内）　　　　  （後谷）
■笹川良一杯第��回全国選抜ゲートボール大会　　
　�／�����　新潟県　ミドルの部出場―津山ＧＢ
　ファミリー　真庭市関係者
　　　　　　　　�松本美義
　　　　　　　　　（上河内）
　　　　　　　　　　　池田  修�
　　　　　　　　　　　（湯原温泉）



�� MANIWA

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

　

�
月　

日
、『
ア
ユ
友
釣
り
大
会
（
岡
山
県
内

��

水
面
漁
業
協
同
組
合
主
催
）』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
勝
山
地
区
を
流
れ
る
旭
川
�
・
�

㌔
区
間
で
行
わ
れ
た
大
会
に
は
、
県
内
の
旭

川
・
吉
井
川
・
高
梁
川
の
�
水
系
か
ら
各　
��

人
、　

人
が
参
加
。
各
水
系
で
チ
ー
ム
を
組

��

み
釣
り
あ
げ
た
尾
数
を
競
う
団
体
戦
と
尾
数

や
大
き
さ
を
競
う
各
個
人
賞
を
腕
自
慢
が
目

指
し
ま
し
た
。
朝
�
時
半
の
花
火
の
音
で
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
、
�
時
間
の
競
技
結
果
で
は
、

地
元
旭
川
水
系
チ
ー
ム
が　

尾
を
あ
げ
て
団

��

体
優
勝
。
個
人
で
は　

尾
を
あ
げ
た
新
見
漁

��

協
選
手
が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

県三大河川別で
アユかけ競う

町並み保存地区裏周辺旭川に多くの腕自慢が集いました

豊
作
を
願
う
炎
と
も
る

　

豊
作
を
祈
願
す
る
「
火
祭
り
」
が
�
月

　

日
、
上
水
田
の
郡
神
社
で
行
わ
れ
ま
し

��た
。
当
日
は
午
後
�
時
に
年
男
、
年
女
が

本
殿
の
灯
明
か
ら
採
火
。
こ
の
火
で
神
社

周
辺
や
上
水
田
に
ひ
ろ
が
る
水
田
地
帯
に

並
べ
た
「
だ
ん
ご
」
に
点
火
し
、
約
�
�

�
�
個
の
幻
想
的
な
炎
が
と
も
り
ま
し

た
。
こ
の
火
祭
り
で
は
、
上
水
田
郷
親
会

の
会
員
ら
が
中
心
と
な
り
、
油
を
し
み
こ

ま
せ
た
「
だ
ん
ご
」
を
用
意
。
子
ど
も
た

ち
も
灯
ろ
う
作
り
に
加
わ
る
な
ど
、
地
域

全
体
で
交
流
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

団体優勝した

旭川水系の皆さん

年男・年女にあたる人が灯明の火をもらい受けました

人工栽培で初開花 、 苦労実る
美しい花を咲かせたササユリ　６月26日撮影

　

�
月
下
旬
、
蒜
山
下
和
の
岡
田
孝
一
さ

ん
の
ほ
場
に
、
人
工
栽
培
し
た
サ
サ
ユ
リ

が
初
め
て
咲
き
ま
し
た
。
サ
サ
ユ
リ
は
旧

中
和
村
の
花
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
減
少
が
著
し
い
た
め
、
栽
培

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

花  
卉 
栽

か 

き

培
を
営
ん
で
い
た
岡
田
さ
ん
も
栽
培
に
加

わ
り
、
先
進
地
か
ら
取
り
寄
せ
た
苗
や
、

地
元
に
自
生
す
る
サ
サ
ユ
リ
の
種
か
ら
育

て
て
き
ま
し
た
。
人
工
栽
培
は
難
し
い
と

さ
れ
る
サ
サ
ユ
リ
の
特
性
。
自
生
と
同
じ

条
件
に
な
る
よ
う
気
温
・
水
分
・
光
量
な

ど
を
調
整
す
る
な
ど
、
独
自
に
研
究
し
た

�
年
越
し
の
苦
労
が
実
り
ま
し
た
。
夏
に

な
る
と
美
し
い
サ
サ
ユ
リ
の
咲
く
中
和
地

域
と
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。



 
蒜
山
学
講
座

ス
タ
ー
ト

　

�
月　

日
に
蒜
山
の
自
然
や
歴
史
な

��

ど
を
学
ぶ
「
蒜
山
学
講
座
」
が
、
蒜
山

郷
土
博
物
館
（
蒜
山
上
長
田
）
で
始
ま

り
ま
し
た
。
第
�
回
講
座
の
「
蒜
山
の

植
物
・
湿
原
」
に
は
約　

人
が
参
加
。

��

受
講
生
は
蒜
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
実
行
委
員
会
の
山
田
信
光
さ
ん
か

ら
、
蒜
山
地
域
の
希
少
植
物
や
昆
虫
な

ど
の
多
く
が
生
息
す
る
湿
原
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。
蒜
山
学
講
座
で
は
、

星
空
観
察
・
こ
と
ば
・
地
名
な
ど
蒜
山

に
関
わ
る
内
容
の
講
座
を
毎
月
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

講座修了後、希望者で蒜山地域内の湿原を観察しました

筋力の衰えをストップ！

夜
市
で
に
ぎ
わ
う
商
店
街

　

生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
簡
単
な
筋
力

ア
ッ
プ
の
体
操
を
教
わ
る
講
習
会
「
若
返

り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
、
�
月　

日
に
美

��

甘
健
康
増
進
施
設
で
行
わ
れ
、
市
内
各
所

か
ら　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は

��

ト
ー
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
全
国
で
講
習
や
講
演
を
行
っ

て
い
る
西
本
真
寿
美
さ
ん
。
参
加
者
は
西

本
さ
ん
か
ら
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
理
論

と
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
の
あ
る
体
操
を

学
び
ま
し
た
。
講
習
会
は
�
月
末
ま
で
�

回
行
わ
れ
、
そ
の
期
間
に
参
加
者
は
各
自

自
宅
で
体
操
を
続
け
効
果
を
見
ま
す
。
今

後
、
北
房
・
中
和
地
域
で
も
講
習
会
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

�
月
�
日
、
久
世
地
区
の
商
店
街
で
七
夕
夜

市
が
行
わ
れ
、
約
�
�
�
人
が
夏
の
祭
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
夜
市
を
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
体
験
し
て

も
ら
い
た
い
と
久
世
商
工
会
女
性
部
が
「
ふ
・

れ
・
あ
・
い
事
業
」
と
し
て
開
催
し
、
今
年
で

�
回
目
で
す
。
会
場
と
な
っ
た
商
店
街
で
は
、

野
菜
の
動
物
作
り
・
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
パ
レ
ー

ド
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
商
店
街
を
自
動
車
で
移
動
し
な
が
ら
行

う
も
ち
投
げ
は
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
し

た
。
商
店
街
を
活
気
づ
け
る
夜
市
は
、
年
々
盛

り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

川上の 手  力  男  命 は力自慢
た ぢから おの みこと

蒜山は 天孫降臨 の地、 高天原 （日本神話）。�月��日、こ
てんそんこうりん たかまがはら

の伝説にちなんだ『天の岩戸開運まつり』が、川上地区

内の茅部神社周辺で開催されました。まつりでは、手力

男命ならぬ参加者による、�トンの岩を載せた台車を、

�人�組で引く「天の岩戸引き大会」などが開催され、

にぎわいました。今年の天の岩戸引き大会には�チーム

が参加。今年は、神社前約��㍍の坂道を、�分��秒��で

引き上げた地元 愛  宕 チームが優勝しました。われらこそ
あた ご

と思う力自慢は、来年ご参加ください。

ユーモアのある西本さんの指導に、熱心に取り組む参加者

織姫・彦星も登場！

写真コンテスト参加のカメラマンに人気の岩戸ひき
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まちの話題

�/�� 藩主の館で茶の一服
勝山、岡地区にある三浦

邸、別名「椎の木御殿」は

勝山藩主、三浦氏の館で

す。この館では、毎年お茶

会が開かれています。今

年は、約���人が来場。緑

の中、お茶と風情を楽し

みました。

�/� 蒜山に授産施設がオープン
知的障害を持つ方の経済

的自立を支援する施設

「ワークス蒜山」が開所し

ました。社会福祉法人蒜

山慶光園が経営し、��名

の従業員は給食調理・そ

ば生産などの仕事を受け

持っています。

�/� コスモスがいっぱい咲くように
�月下旬から�月中旬に

かけ、北房地域の皆さん

が参加してコスモスの種

まきを行いました。秋に

はコスモス広場や北房地

区の備中川沿い約� ㌔

に可憐なコスモスが咲き

ます。楽しみですね。

�/�� 日本の文化ってス・テ・キ
国際交流を進めている米

来小学校では、勝山高校

に来日している米留学生

を招き、日本の文化を披

露しました。児童は着付

け・書道・茶道などを一

緒に行い交流を深めてい

ました。

�/�� あ～うまい、あ～涼し
中和地区、山乗渓谷にあ

る涼水亭（季節限定そう

めん流しの店）がオープ

ン。涼水亭奥の不動滝か

ら寄せる風は、マイナス

イオン付きの天然クーラ

ー。涼しさが満喫できる

ポイントです。

��年も経ちましたぁ

笑顔で受け答えのマサヨさん

　

明
治　

年
生
ま
れ
の
大
杉
マ
サ
ヨ
さ

��

ん
（
禾
津
）
が
、
�
月
�
日
、
�
�
�

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
耳

は
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
マ
サ
ヨ

さ
ん
で
す
が
、
大
き
な
声
で
問
い
か
け

れ
ば
、
受
け
答
え
に
は
っ
き
り
と
し
た

言
葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。
�
�
�
歳
を

迎
え
て
の
感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、

「
祝
っ
て
も
ろ
う
て
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。好
き
嫌
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
の

答
え
。ま
た
、広
島
県
神
石
郡
か
ら　

歳
��

で
、こ
の
地
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
も

振
り
返
り
話
さ
れ
ま
す
。 曾 
孫
さ
ん
ら

ひ

に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
マ
サ
ヨ
さ
ん
。ま
だ

ま
だ
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

�
月
�
、
�
日
の
両
日
、
落
合
地
区
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
落
合
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

公
民
館
で
生
涯
学
習
活
動
を
続
け
て
い
る

皆
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
の
ほ
か
、

恒
例
の
古
本
市
も
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
の

古
本
市
は
、
市
内
全
域
に
古
本
の
提
供
を
呼

び
か
け
、
例
年
の
�
倍
に
も
あ
た
る
�
、
�

�
�
冊
の
本
が
集
ま
り
、
格
安
で
希
望
者
に

譲
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
体
落
合
実
行
委

員
会
の
採
火
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
集
ま
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
マ
イ
ギ
リ
や
火
打
ち
石

な
ど
で
懸
命
に
火
を
お
こ
し
て
い
ま
し
た
。

恒例の古本市は大人気

落
合
地
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
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真
庭
市
南
部
、
あ
る
た
め
池
で
カ
イ
ツ
ブ

リ
の
夫
婦
が
卵
を
温
め
て
い
る
シ
ー
ン
で
す
。

渇
水
で
水
た
ま
り
の
よ
う
に
な
っ
た
、
た
め

池
に
巣
を
作
り
、
�
個
の
卵
を
生
み
ま
し
た

が
、
�
月
�
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
で
巣
が

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
�
月
�
日
に
再
び

た
め
池
を
訪
れ
て
み
る
と
、
か
ろ
う
じ
て
残

っ
た
�
個
の
卵
を
夫
婦
で
守
っ
て
い
ま
す
。

夫
婦
の
け
な
げ
な
姿
に
感
動
し
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
り
ま
し
た
。
水
に
入
っ
て
い
る
の
は

オ
ス
で
、
巣
を
懸
命
に
修
繕
し
て
い
ま
す
。

昔
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
カ
イ
ツ
ブ
リ
で
す

が
、
最
近
は
自
然
の
残
る
人
里
離
れ
た
場
所

で 
雛 
を 
孵 
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
池
も
真

ひ
な 

か
え

庭
に
残
る
大
切
な
場
所
の
一
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
雛
が
成
長
す
る
ま
で
、
見
守
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。 
�
�
�
� 

正
夫
さ
ん
談
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季

節

を

感

じ

て

カイツブリの営巣   ７月３日 撮影
撮影者　木浦正夫 さん  （目木）

編
集
後
記

まま
にに
わわ
が 
ス
キ
ッ　
!!
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エ
リ
ア
の
話
題
を
掲
載
し
て
い
る

『
ぐ
る
っ
と
真
庭
』。
限
ら
れ
た
紙
面

上
、
惜
し
み
つ
つ
も
掲
載
を
見
合
わ

せ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
�
月
の
渇

水
で
湯
原
ダ
ム
の
湖
底
か
ら
維
新
小

学
校
の
遺
構
出
現
。
明
治
維
新
の
と

き
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
小
学
校
跡

で
す
。
現
れ
た
�
本
の
門
柱
が
往
時

を
し
の
ば
せ
ま
す
。
明
治
大
正
、
昭

和
、
平
成
。
時
代
の
変
遷
は
地
域
に

変
化
を
促
し
ま
す
。
相
方
が
撮
影
し

て
き
た
写
真
を
見
な
が
ら
『
こ
れ
が

掲
載
で
き
な
い
の
は
本
当
に
惜
し
い

…
』
と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。 

◯茂
 

　

郡
神
社
火
祭
り
で
年
男
（　

歳
）

��

と
し
て
灯
明
の
火
を
授
か
っ
た
上
水

田
郷
親
会
の
佐
藤
純
さ
ん
は
「
父
の

代
か
ら
続
く
火
祭
り
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
青
年
で
組
織
す

る
郷
親
会
は
地
域
の
皆
さ
ん
を
巻
き

込
ん
で
活
動
し
、
郷
土
愛
を
深
め
て

い
ま
す
。
わ
た
し
が
佐
藤
さ
ん
と
同

じ
年
の
こ
ろ
、
地
域
に
対
し
て
こ
れ

ほ
ど
愛
着
を
持
っ
て
い
た
か
を
考
え

る
と
、
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
真
庭
市
に
は
、
若
い
人
の

力
が
今
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。  

�福
 


